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現今二於1ケル結核免疫學ヲ見ルトキ、吾々。・ヽ二

ツノ潮流ラ見ルコトガ出来ルデアラウ。其一

八、結核免疫－ノヽ生菌チ以テスルテ可トフ､ルモ

ノデアリ、其ニハ、死菌々用フルガ可ナリ1ヽソ、

ルモノデアル。而シテ前者二屡フヽルモノトシテ

最モ注目スベキダヽ、Ｃａｌｍｅttｅ（1）及其一派二依

り創見、唱道セラレツヽアルＢＣＧデアツテ、

而モコノモノノヽ、フランスニ於テハ既二賓用化

　　　　　

－

　　　　　

－
サレツヽアル現況デアル､、

一般ノ急性傅染性疾患二於テ、之ラ例ヘバ「チ

フフヽ」ニ於ケル、叉寂疹或ハ痘衰二於ケルガ如

ク、一度是等二罹患後ハ営該疾病二對スル免疫

カヲ保有スルト云フ事賞、猶叉、諜防的ニモ減

毒性或､ハ無毒性「ワクチン」ガヨク敷果テ示スト

云フニ端ヲ稜シ，碩學Ｒ． Ｋｏｃｈ(2'。・ヽ結核二於

テ，ソノ病原菌会見常時犬二於ケル感染免疫ノ

事賓テ確認シ，次デ1891年==Ｌ,オ氏現象ノ会表

　　　　　　　　　　　

-

ﾄ，之二引禎キ行ノペレタルＲ６ｍｅｒ(3)，Ｈａｍｂ-

ｕｒｇｅｒ(4)等ニョル業績, Delia Ｃｅｌｌａ(5)，Ｄｅtｒｅ-

Ｄｅｕtsch(6',Ｆｅｉstｍａｎtｅド)等ノ結核海銚二於ケ

ル，叉Kraus ｕ．ｖolk(8)等ノ猿二於タル該現

象ノ再確認卜相撲ツテ結核二於グル感染免疫・ヽ

賞讃サレルニ至ツタノデアル。斯クテ生菌テ以

テ結核免疫二資シ，賓験二供サレタルモノＪ-，

Bovovakzin (Behrine: '･*' 1902), Tauruman

(Koch'io), Schiitz, Neufeld ｕ. Miessne?ｒ 1905),

Ａｎtiphｙｍａtol(Ｋｌｉｍｍｅｒ萌

　

1908), Friedma-

nn's

　

Ａｎtｉｇｅｎぐ12'(1903)，“Alpha ” Antigen
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(Ｆｅｒｒａｎ(13))，“Ｒｙ'Ａｎtｉｇｅｎ(Ｔｒｕｄｅａｕ(哺1903)，

志賀氏免疫元，其他鳥型結核菌(Ｍａｃ(15)Ｆｏｄy-

ean. Scheather, Edwards ｕ. Minett 1913).

｢チモテー｣菌，恥垢菌等ヲ畢ゲル事が出来ルノ

デアル。而シテ是等ラ大別スルニ，

　

1 。　　lebende saurefeste　Saprophten,

　

2. lebende virulente bezw. in ihrer Vir-

　　　

ulenz nur gering abgeschwachte,

　

3．

　

lebende, aber in ihrer Virulenz stark

　　　

abgeschwachte Tuberkelbazillen･

ノ３種類二属スルAntigenトナルノデアルガ，

第１ニ屡スルモノハ免疫元トシテノ價値｡ハ意義

少ク，第２ニ届りレモノトシテハ. Hambur-

ｇｅｒ16)が人膿二於テ始ノテ毒力菌ヲSchｕtｚim-

pfungニ用ヒ，次デWebb筒,Williamsニ依り

人酸及動物二於テ賓験が行ハレタガ顧ミラlノル

ニ至ラズ，第３ニ届スルCalmette等ノＢＣＧが

出ズルニ及ンデ初ノテ醤界二否人類ノ禰祉噌進

ノ上二輝シキ曙光ラ見出スニ至ツタノデアル。

一方細菌學二於ケ・菌酸化學二開スル諸研究ハ

晩近症ｌ旺ントナリツヽアリ，結核菌二於テモ

死菌乃至ハ是等ヨリ得タル諸種菌胎成分ザ用

ヒ，結核感染二對シ免疫せ得ントノヽル努カガ沸

ノヽレツヽアルノデアル。既二死菌免疫成立ノ可

能二開シテ1897年Ｒ.Kocb18しヽ菌酸-・化學

的處置ザ加ペダル製剤ヲ･動物ノ腹腔内二注射ス

ルトキハ，免疫附奥ハ鐙サレナイガ，死菌ラ用

フルトキノヽ一定度ノ免疫性邦付貢セシノ得ルト

唱ヘタエ始マリ，前記ＢＣＧ等が，例ヘコレラ

ガ弱毒或ハ無毒ト柵セラレルモノデアツテモ，

生菌ナルガ篤，或ハ叉強毒還元ノ危惧ラ抱クモ

ノハ県ラ死菌免疫テ支援シタノデアル。Calm-

ette及其一派

^

Rosenau ｕ，Ａｎｄｅｒｓｏｎ(19)，

Fiｓch1(2o)，Ｄａｒｅｎｂｅｒｇで21)，ｖa116e(22)，Ｂｅｃｋ(23)，

Ａrｏｎsｏｎ(24)，Ｆｅｉｎｂｌａtt ｕ．Ｅｇｇｅｒth町，Seltｅｒぐ26)，

Ｈａｕｐt町等ノ｀ヽ全クソノ斂果ヲ否定シテ居ルノ

デアルガ, Hericourt ｕ． Ｒｉｃｈｅｒt(28)，Ｌａｎｇｅｒ(29)，

Uhlenhuth ｕ． G6ttｅｎ(3o),Ｐｅtｒofr ｕ. Stｅｗａｒt(31)，

Bocker

　

ｕ．

　

Ｎａｋａｙａｍａ(32)，Ｈ.

　

Ｆｅｒｎｂａｃｈ(33)，

Lange ｕ. Ｆｒｅｕnd(34･等ノヽ多少ナリトモ死菌免

疫ノ妓果ヲ認ノテ居ルノデアル。斯クテ多種多

様ナル死菌製剤が輩出シタ。本邦二於テ渡逡(35)、

有馬、太ﾎ匙青山(36X37)等ノヽ夫々免疫元ヲ製出シ、

コレラガＢＣＧニ優ルトモ劣ラタ妓果ヲ示スト

云ツテヰルガ、コレヨリ先、志賀、百瀬(38)、野

口筒及Ｚｅｕｎｅｒ，L6ｗｅｎｓtｅｉｎ(4o)及清野叫)、Dre-

ｙｅｒ(42)等各自濁特ノ處置法ニョリ得タル免疫元

ノ妓果ヲ唱ヘテヰルノデアル。叉他方菌酸ヨリ

抽出セラレタル菌酸成分二開シテモ免疫カガ考

ヘラレ久。1891年Ｂａｂｅｒ(43)、西浦等ニョル類

脂肪酸ノ研究二端ヲ登シ、Much^*^^ Barissaks-

iber町Ｍｅtalinikoｕ頭、Ａｎｄｅｒsｏｎ４７)、Sabin闘、

Ｐｉｎｎｅｒ闘等ノ研究アリ、本邦二於テ渡yf(50)、

中島(51)、山田、佐藤(52)、箭頭(53)、川村(54喋､ハー

定度ノ免疫カヲ類脂膿二認ノテヰル。斯クテ死

菌或ハ菌酸成分二或程度ノ免疫賦貢カガ肯定サ

レテノヽ居ルノデアルガ、今村教授ノ下二於ケル、

叉戸田教授ノ下二於ケル比較賓験二於テ死菌或

ノ｀ヽソノ製剤ノヽ、ＢＣＧニ遠ク及バナイノデアル。

然ラバ何故二生菌免疫ト死菌免疫二於テ、斯ク

ノ如キ差異が生ズルノデアラウカ。此疑問コソ

結核免疫二於テ解決サルベキ先決問題デアリ、

コノ問題ノ氷解コソ生菌が是力死菌が否カノ難

問二曙光サ奥ヘルモノデハナイカト考ヘル。

願ツテ惟フー。｢ツペ｀ルクリン｣ハ生結核菌値ヨ

リ分泌サレタル毒素ト考ヘラレルノデアルガ、

余ハ既二第１報二於テ、ソノ物理化學的性状ノ

一部ヲ明カーシ、第２報二於テ生物學的性状ヲ･

瞭ニフヽルト共ニHa-stoffニ特異ナル性質ヲ見

ル事が出来タ、、印チ結核海抜二於テ、之ヲｐｏｓ-

itive Anemie ニ･､ル能カテ保有スルト同時ニ、

コノ物質が局所｢アネルギー｣ノ賓験二於テ、常

該局所二強毒結核慟菌ノ再接種二際シ、コ､，ｔ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

一一
氏現象ノ早期反吉子訣クニモ拘ラズ、而モ猶毫

モ局所宛化ラ来サズ、他ノ場合二比シ張カナル

免疫現象ヲ･見タノデアル。

於此、余ハ｢ツベ‘ルクリン｣拉ニソノ劃分ノ免疫學

的研究ノ要テ感ジ、本編二述デルガ如キ宣験ヲ
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企圖シ、少シク得ル處アリタルヲ･以テ此處二報

告シ大方諸賢ノ批判ヲ乞ハントスル次第デア

ノレＯ

第一章「ヽソベルクリン」及ビ各劃分ニヨル感染防禦カニ開スル賓験

本官験ハ｢ツ｀ヽ゛ルクリン｣、Np-stoff, Ｔｏ・stoff,

Ha-stoff等二毒力結核菌感染二對スル免疫賦

奥カノ存フヽルヤ否ヤ、若シ免疫カアリトスレバ

何レノ劃分ニアルヤヲ、知ラントシタモノデア

ノレＯ

第一節

　

賓験方法

第一項

　

供試獣

　

健康成熱海狽25頭ヲ使用シ、之ヲ

５群二分ツ。Ａ．Ｔ．免疫群、Np-stoff免疫群、Ｔｏ･stoff

免疫群、Ha-stoff免疫群、及ビ非免疫對照群トスノl／。

第二項

　

免疫元

　

奮「ツ」・ヽ傅研製ヲ用ヒ、生理的食膳

水ヲ以テ適宜稀樺ジテ使用ス。Np-stoff, To-stoff,

Ha-stoff -ハ第一編二記載セノ･／方法二依リ、「ソートｙ・

クペノl/クリゾ」ヨリ分離シ、適量ヲ生理的食膳水二溶

解ジテ使用スノ1／。

第三項

　

冤疫法及免疫期間（第１表參照）

奮:「ツ」ヘ

　

ソノ生理的食膳水10倍稀憚液ヲ５日目毎

ニ、0.2－0.2－0.3－0.3－0.←0.5―0.5 ccm ｌヽ漸次

壇量ヅテ皮下二注入スノl／。

Np-stoff, To-stoff, Ｈａ-ｓtoffノ｀ヽ各々正確二秤量ジテ、

0．2－0．2－0.3－0．3－O．←0.5バ）｡5mg lヽ雅量ン、

毎同生理的食晩水0.２ ccm ニ溶解シタノl/モ。･ヲ５日

目毎二皮下二注射ジタ。

第四項

　

感染法

　

Petragnani氏培地上二略丿｡ケ月

培養シ≒タFrankfurt株人型結核菌ヲ用ヒ、生理的食

晩水ｌ ccm ニｌｍｇヲ含ム様二平等二浮游サセ、　ソノ

0．１ccm(結核菌ハ０．１ ｍｇ)ヲ各群共、前記免疫終了後

１週目二下腹側部皮内二注射シタ。

第五項

　

観

　

察

１．

　

免疫元注入局所皮膚≒ノ植化。

２．

　

免疫前後、毒力菌感染２週後剖格前ノ｢ツベルク

リン｣皮内反鹿。

３．

　

免疫前、毒力菌接種時、剖検時二於ケノl/髄重測定。

４．

　

毒力菌接種局所皮膚及近接淋巴腺ノ愛化。

５．

　

感染53日後二於ケル剖検所見。

第二節

　

賓験成績

　

第一項

　

冤疫元注入局所ノ髪化ﾀﾞ第１表）

各群、各歌トモ潰瘍或ハ痴皮ザ形成シタルモノ

１例モナク、唯荊｢ツ｣免疫群二於テ１頭(Nr.

3)ヽNp-stoff免疫群二於テ３頭(Nr. 6, 8, 9)、

第

　　　　　　

１

　　　　　　

劣

免
疫
元

番

銃

性

別

僣

　　八
重旦

　　　　　免　疫　元　註　入　同　敷、量　及　月　日

　　　＝　　　四　　　====　　　==　－　　　==　　　㎜㎜㎜　㎜㎜　㎜　　　　　　　　　　　　　　　㎜㎜-=
第１同l第２同　第３同　第４同　第５同１第６同　第７同

23/XI　28/χ1　　3/χⅡ　　8/XlI

1

13/xn　18/xn　23/Xtt

硬　潰

結　瘍

癩

皮

　　　１
A.T

ｔ 300
10 XA‘T°

　　　　0.2aa
lOxA.T.
　0.2aa

lOxA.T.
　0.3c.a

lOxA.T.
　0.3C.G

lOxA.T.
　0.4c､c.

lOxA.T.
　0.5c(x

lOxA.T.
　0.5c.a

　 　 　 　 　 １ 　 　 　 　 １

- 　 - 　 -

　免

●　　ｓ
　疫

・　　●
　群

２ 含 3001　，， ・・ ・・ ｌ・ ●● 　１●

-－

　・・

・９

・●

　　　　一一

ｌ●

-　- -

３ ｔ 280　　，， ９・ ・● 日 ｉ● 十ｌ一ｌ一

４ 含 360　　･･ ●● ●● タタ
９ ・

‘ ●

・ｙ -　-　-

５壮 300　　　　・.　　　　’　　　9.　　　　1　　　　･･
ｉ９ 　　　　　　　　　　　　　　　｜・●　　，¦　　●●　　ｌ　-　　-　，-

Np-s

免

疫

泄

６ 含 310 0.2mg J 0.2ing O.Smg O.Sm･ 0.4mg ｌ　0.5m2:・　0.5ms: ＋ - -

７

８

ｔ 320
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘　　　　　ｌ

　　　　　・●　　　　　　　　・１　　　　　　　　・・　　　　　　　　・・

㎜㎜㎜㎜㎜　　　㎜㎜㎜㎜㎜㎜　　　㎜＝－　　　＝　　　　　　　　＝　　＝=＝－Ｗ==　＝

　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　Ｉ　　　　　　　　　Ｌ　　　　　；・　　　　　　　　●●　　　　　　　　・●　　　　｜　　　　●●

讐●　　　　　　　　・・　　　　　・・

　　　　　　　　　　　‥　　　‥-

・・　　　　　　　　９・　　　　　　　　・・

- 一一一

含 310 ＋ 〃 -

９ t ' 290,　‥　l　･･　　　　，　　　9･　　｜　　　　争●　　　　Ｉ　　　　･● ！　　　　●●　　　　　　　　・●
　』　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　ｌ

＋ 一一一
･゜●　　　　　　　　　　　　　ｉ－－　-__＿_一＿_____＿＿___

　　　jo言詣oo　，，！　
費・　　１　　　　ロ　　　　！　　　　，，　　　！　　　　，，　　　｀　　・・　　　　　　　　讐・

四 - -
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To-s

　免

　疫

　群

11 含　3101　　，，　　　　，，　｜　　，
　　____＿　　　　　　　　＿‥

－-一一一一　－　　　　　　　　　－　－

　　　　●・　　｜　　●●
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－

　　　　．．　　｜　　●●

　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一

　　　　●・　　｜　　●●

・ 摯

・ ・

● ・

・ ・

● ●

ｌ ・

・ ●

　 　 － － －

●

　 　 　 　 　 　 －

● ●

・ ●

- - 〃

12

13

含　　345

t　315

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 － 　 　 　 　 　 - － －

● 　 　 　 　 １ 　 　 　 　 ・ 　 　 　 　 　 　 　 　 ● ●

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ｜

- - -

- 〃 -

四 - 〃14 t　330:　　，･　　　　‥　　　　‥

-
‾　ｊ　‾

15 i ^ ' 305,　　･･　　　　　　　　●●　　　　　　　　●･

Ha-s

免

疫

群

16

17

含 350¦　　　，， 　 　 １

　 ● ・

- －

　 　 ●

　 - － －

　 ・ ・

-

　 　 ． ． → 皿

　 　 　 ㎜ - － Ｗ 一 心

　 　 　 ＿ _

　　・・　　　　　●●

－　--

　　●争　　　　　　　　曹●

　＝　　　　－　　　　7¶-－　－

　　●●　　1　　日

　　・ｌ　　

ｉ

　　　　　　　　　　１

　　１●　　　　

１　　　　・・

　 　 　 　 ・ ●

　 　 　 　 ● ●

　 　 　 　 ・

　 　 　 　 ● ●

-

　 　 　 　 ● ●

　　　　　　　　-

　　　　　　　　-

〃　－‥　㎜
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３週ニテ何レモ消失シタ。卸チ各竟疫元トモ何

等認ムベ｀キ局所憂化ハ惹起セデルモノト考ヘラ

レルｏ

　

第二項

　

冤疫前後及ビ剖桧時二於ケル鰻重

　　　　　　　　　

(第３表)

免疫前及免疫後二於ケル値重ノ髪化刊

對照印]チ無處置群ト比シ何等差異ヲ認ノ･ズ最少

40 gr, 最大200 gr ノ増加テ見ル。印チ何レノ

免疫元ニョリテモ海痕ノ醒重・ヽ著シキ影響ヲ･蒙

ラナイ様デアル。次デ毒丿力菌接種時卜剖検時ノ

幄重ヲ･観察スルニ、Ａ．Ｔ．免疫群二於テハ５頭

中２頭増加、３頭ハ減少ラ示シ、Ｎｐ一免疫群ニ

テハ１‘匹噌加、３匹ハ減少、１匹ハ増減ナク、

Ｔｏ-ｓtofr免疫群ニテハ４頭二於テ減少り見、

Ha-stoffニ於テハヽ減少セルモノハ１匹ノ£ニ

テ、３匹ノヽ噌加ヲ示シテヰル。而シテ對照群ハ
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全部鰻重ノ減少ラ示シタ。コノ成績ニョレバ、

Ｈａ-ｓtofr免疫群ヲ除キテハ毒力菌接種ニョリ一

般二膿重ノ減少テ来スモノヽ如クデアリ、コノ

結果ハ叉、免疫時及剖検時二於ケル鰻重ノ比較

二於テモ、Ha-stoff免疫群ハ何レモ鰻重ノ噌加

ヲ･示シタルト思ヒ合セテ、Ha-stoff處置ノヽ多少

抵抗カヲ噌進スルニアラズヤト思考セラレル。

　　

第三項

　

冤疫前後二於ケル｢ツ｣皮内反感

　　　　　　　　　

(第２表)

余ハ第２報二於テ｢ツベルクリン｣及各劃分共ニ

｢アレルギー｣賦奥能カヲ有セデル事テ記シタノ

デアルガ、木賓験二於テモ、各免疫元何レモ｢ツ｣

反座陽性化セ･･､ヲ･見ナカツタ。然シナガラ毒丿力

菌接種ニョリテハ各戮何レモ２週後ニハ｢ツ｣反

廳陽性lヽナリ、叉」ノ皮内反座ハ剖検前二於テ

モ何等噫化ナク、毒力菌接種前ノ免疫元ノ種類

如何ニョリテハ少シモ影響ハ受ケテ居ナ４。
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ル、、何レノ免疫元ヲ･以テスルモ、潰瘍ノ出現ソ。

ル時期ハ對照群ト同様２週前後デアル。而シタ

ソノ大サハ接種後３週ニハ大鱈０．５×０．５ cm 位

トナリ、Ha-stoff免疫群ラ除イテハ全部一様二

漸次摘大シ１．０×1.0cm前後トナリ、とハ剖検

時迄治癒ソヽルモノヲ･見ナイ。但シＨａ-ｓtofr免

疫獣二於テハ、潰瘍ノ全ク治癒シタルモノ１例

(Nr. 16)アリ、其他ノ例二於う=-ﾓ著シキ冶癒傾

向テ鐙スル事が出来タノデアツテ、Nr. 18. Nr.

19ノ２例ハ痕跡ヲ止ムルニ過ギナ１．印チ、

Ｎｐ-、To-stoff及Ａ．Ｔ．免疫群ニラハ非處置對

照群ト全ク同様ナル経過ラトリタルＪ-反シ、

Ｈａ-stｏｆ免疫群ニテハ對照群トモ異十り叉、結

核海狸二於タル再接種ノ所見トモ異ナル結果り

得タノデアル。

次デ、近接淋巴腺ノ噫化？観察フ、ルへ

　

１ノ場

合ニモＨａ-stofr免疫群ノ£ハ他ノ免疫猷卜多
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及Ａ．Ｔ．免疫群二於ｆノヽ、近接淋巴腺ハ大多倣

二於テ菰豆大乃至揖指頭大二腫脹セ～こ反シ、

Ha-stoff免疫獣二於テハ菰豆大二至りタル１例

(Ｎｒ.20)サ除キ、他ハ米粒大乃至碗豆大ノ腫脹

二止ツタ､、何レニシラモ上記皮膚及淋巴腺所見

ｌ ●

-

● ●

一 一 一 一 ‥

ｌ ●

１ ９

● ●

９９ -　　１-　　　- -

-

ｙｉ
-

－一一一一一一

一

一

-　- -

１タ
-　-

　　１__　　　．_　．＿

‾　１　　　‾

-

●● -

ｉ９
- 一　- -

－

－

９●

　　‥-･-一一-－
０．５×０．５

　　－－・

　　-

　　一

匹

－ － ａ － 〃

　　－

　　--０．２×０．２

　　一一

　　－

　　ｋ--　==--

　　－

-

１・ - 一

一　 　 　 　 １ ・

-

　 　 　 　 ● 雫

-

- -

●９ - - -

213

１ ９

-

● 雫

- 一 一

・ 費

や ●

● ・

ヨリ観ズレバ、Ha-stoff免疫獣ニ、結核感染二

對スル抵抗カガ或程度存リレ事々窺ヒ知ル事が

出来ﾙﾄ筈ヘル。

　　

第五項

　

剖検所見(第４表、附国第１)

毒力菌接種52日後全例共｢クロロホルム｣リ以

ｆ死こ陥ラシノ、内臓二於ケル結核性所見り観

察シタ。

Ａ．Ｔ．疫免群二於テハ、肺ニハ全例共結節アリ、

肝ニハ１例(Nr. 5)、㈲ハ全例多倣ノ結節々･生

ジ、殊こNr. :^、4、5ノ３例ニテハ強度ノ病髪

リ'示シタ。

Ｎｐ-stofr免疫群こ於テ、肺ニ。･ヽ3例(Nr. 7,

9, 10)肝。・ヽ全例トモ病撥ヲ･認・･ズ、㈱ハ全例二

高度ノ結核性病９？鐙シタ。

To-stoff免疫群こ於テ。・ヽ、肺二於テ３例(Nr.

11, 14, 15八肝ハ２例(Nr. 14, 15八牌ハ全例

トモ多敬ノ結節ハ氾ノ･タ。

Ha-stoff免疫群二於テハ、肺、肝共二結節形成

ヲ認ノ'タルモノ１例モナク、牌こ於テハ僅力－

２例(Nr. 19, 20)ニ少斂ノ結節散在性こ存二リレ

ヲ認。ムルノミデアル。

對照群二於テ・ヽ、肺、牌共二全例多倣ノ結核性

病宛ヲ･鐙シ、肝こハ３例(Nr. 23, 24, 25,･こ結

節存在ソ、ルサ認ノタ、、

猶、腎臓二開シテハ、對照群二於ｆル１例(Ｎｒ．

25)ヲ除キ全例共病宛ヲ･認丿得ズ、淋巴腺二開
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升

--

K0.7×１．０

　

十十

一一

Ｋ０．６×０．６

　

冊

Kl.O×０．８

　

Kl.O×１．０

　

Kl.O×１．０

　

十十

　　　　　

併

一一一一
Ｋ０．７×０．７

　

Ｋ１．０×１

　

十十

　　　　　

十十

０

　

刊+
一一
Kl.O×１

　

十十

０

K0.7×０．７

　

K0.7×０．７ ｉ　K0.7×０．７
十十

一一

４〉

併

十十

K0.4×0.4 K0.4×０．４
+1+

．Ｋ０．５×０．５

　

Ｋ０５×0.5

1

　　

十十

　　　　　

十十

I K0.7×0.7 ' ra.o×１．０

ＫＩ．０×１．０

　

升

--一一

　

-

Ｋ０．６×０．６

　

升+

-一一

K0.4×０．４

　

併

--

K0.7×０．７

　

十十

一一
Ｋ０．２×０．３

　

十十

＋

十十

＋

併
Ｋ０．８×０．８

　　

十十

Ｋ０．７×０

　　

桝

r 心 f

Ｋ

　

升
--
K0.4×０．４

　

+冊

一一
K0.6×０．６

　

十十

K1.0> 1.0

　

佃･

１。０

　

Kl.O×１．０

　　

，

　　

十十

　

冊

一一

Ｋ０．３×０．３

　

+好

一-

Ｋ０．７×０．７

　

十十

十十

十十

升

+什

-
0x1.0

３

Ｋ０．４×０．１。Ｇ０．５×０．５

　　

＋

一一

Ｇ０．５×０．５

　　

＋

---･-一一一一一一-------

K0.3×０．３

　　

升

---

GO.5×０．５

　　

＋

ｉ GO.3×０．３ ・ GO.7×０．５　ＫＯ､７×０

　

＋

　　　

：

　　　

＋

一一一
Ｋ０．３×０．３＝Ｇ０．７×０．７

　

＋

　　　

＝

　　　

十十

K0.4×０．４

　

K0.4×０．↓

　

r;o.5xo

--==＝=-

　　　　

｜-←
Ｇ０．３×０．３ １ K0.3〉<０．３

　　

十十

一一
Ｇ０．３×０

　　

＋

－

ｊ

　　

㎜■㎜

　　　　　

〃

　　　　　　　　　

-7W〃

　

皿-･-

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

-
K0.5×０．５ ｉ K0.5×０．５　K0.3×０．３ Ｊ Ｋ０．２×０．３ K0.2×０．２

一一一一一一一一一一一
GO.3〉くOj丿Ｋ０．』｡×0.6

'

K0.7×０．ｙＫ０．７×０

　　　　　　

一一

　

一一

　　　　　　　　　　　　　　　

-一一一一-
Ｋ０．５×０．５

　

GO.5×０．５

　

R0.5×０

Ｋ０．５×０．５

　

K0.7×０．

GO.5〉く０．５

　

K0.8×０

一一一一一一一一一一一一

　

K0.6×０．６
！

GO.7×０．７

．６×０．７

　

Ｋ０．８、０．８

　

冊
--
NO.3×０．３

　

併
一一一
K0.9×０．９

　

十十

　

－

　

十十

K0.6×０．６

　

K0.6>0.6
十十

　　　　　　

-

　

一一一一一一‥－‥

　

--一一一一
K0.4〉<０．４．Ｇ０．５×０．５

　

GO.5×０．５

　

K0.4×０．１

　

K0.3×０．３

　

Ｋ０．３×０

升
－一一一一一一‥

　

---一一一一一一一--
K0.3×０．３

　

K0.2×0.2 K0.2×０．２

＋

　

l

　

＋

‾‾‾‾･‾‾1‾･
K0.7×０．７

　

K0.6×０．６

　

K0.5×０．５

　

K0.5×０．５

桐･

Kl.O×１．０

　　

併

K0.7×０．７

　　

冊

K0.7×０．７

　　

冊

-

-
GO.2×０．２

　　－

K0.4×０．４

　　＋

K0.4×０．４

　　十十

K0.5×０．５

　　十十

K0.5×０．５

　　併

Ｋ０．５×０．５

　　併

K0.5×０．５

　　併

-

-

－ － ｉ ｊ

-

K0.4×０．４

　　＋

GO.5×０．５

　　十十

K0.7×０．７

　　十十

K0.7×０．７

　　･Ｈ+

Ｋ０．７×０．７

　　冊

Ｋ０．７×０．７

　　冊

一

一

－　　　ｉ K0.3×０．３

－　　　ｌ　　　＋

K0.6×０．６

　　＋

Ｋ０．６×０．６

　　＋

K0.8〉く０．８

　　升

Gl.O×１．０

　　併

Kl.O〉く１．０

　　併
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ｉ

ｌ

ｌ

１

　免
　疫

　jtﾆ

A.T.

　免

　疫

　群

海番

狼妓

　１一一
　２

　３

性 肺 肝 牌
腎 近接淋巴腺

右　　　丿　　　左

別　　暇

　　　T4{yﾉ
病
燈

重　．　病

量　｜　樋
重　ｌ　病　　重　｜　病　　重量　　植　　量　！　礎　｜　量

病
礎

大

サ

病
髪

ｔ　　　５・　゜ １２　ｉ　－　１　０．８゚　，　２　１　－　１　　２－　ｉ　冊 酪

含　！　４　ｉ　・

含，　３　　・

11

11

　－　　１．０！　●　　　，　　２’－　１　２

---　　　　　__　　　　　¦--一一　　．___　___　一一_一一

　－　　１．０：　゜Ｚ　　２　１　－　ｉ　２

-　，冊 タタ

四 +H･ ・・

4　＞t ４　　　° 11 - １．２　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「●●　　　２　　-，　２・　-　１　･Ｈ＋

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘　　　　　　　１　　　　　　　１
り

５　１　含　１　３　１　･゜１　１０　１　・1.3 1　::　　2　　－　j　2 －　１　冊 ｙ讐

､．１　６　１　含　１　3.5; － １　９ ｊ　一 ０．５ ゛　　　２　　－　１　２ 一万1+i　　　･･
iND-S

　免

　疫

　群

－　　i-

To-s

　免

　疫

　泄

７　１　含 ３ ．　　｜
　　　１　　９ - ０．８　　　　　　　｜●●　　　２

四 ２ - 十十 ●・

８ 含 ４ - 13　1　－ １．２ ●●　！　２ - ２ - 冊 ●●

９ 含 ４　．　゜ 10 - １．２ ●●　１　　２　１　-
　●　　｜

２．２ - 冊 ●・

10　1　含　　　↓ ●● 11 -

-

１．５．＿り_十　　２　ｉ　－

　゜：　ｉ　　２　１　－

２ －へH+　　y･

11 含　ｉ　３．５ 轟 13.5 １．３ ２ - 桐･ り

12 含 ４ - 10 - １．３ ●●
　●

２ - ２ ㎜ 併 ｌ讐

13 含 ４･．５- 19 - １．２ ●●
●●

２．２ －ｉ　２ - 冊 ｉ９

14 含 ４ ● 13 ●● １．５ ●●　Ｉ　　　　　　　Ｉ°゛１　　２　１　‾ 2.51 － 冊 ●摯

r･● ｜
　　　　　i　15　1　･忿　！　↓　．　●● １７　．　゜　ｉ　ｌ．５ :ご，２ －　ｉ　　２

－１　２

-　，併 ・●

Ha･s

　免

　疫

　群

16 含　1　3.5ドー 10 - １．０ - ２ - 併 り

17 含 ３．５ - 10 - １．０ - ２ - ２ - 升 ●●

18 含 ４ - 13 - １．０ - ２ - ２ - 併 ９●

19 ｔ ４ - 13 四 １．２ ● ２ - ２ - 冊 り

20
　含

-一一‥一一　一
　含

　　　４--　---
　　　４

-

　 ＿ _ ＿

14　1　－

　--̃四　－　　　.16　1　－

１．２ ・　！　２ １　－

゜こ　１　２　ｊ　－

２ －｜冊 讐●

非

免

疫
對
照

群

21 １．４ ２１－ﾚ鮪･ ｌ・

22 含 ４ ● 15 - １．５ ●●
　●

２．５ - ２　　－ 冊 り

23 含 ３．６ ● 15 ● １．８ ●●
●●

２ - ２　　－ +仔
９タ

24 含 ４ ●● 17 ● ２．０ ●●
●●

２．２ - ２　１　－ 併 タ●

25 含 ４ ●● 14 ● ２．０ ●●
●● ２　１　・ ２　－レ服 ９？

シテノヽ、各群、各獣共乾酪受性二陥リタルヲ･鐙

　　

ハ幾分小ナルヲ思ハシｊタ。

シタレド、腫大ノ程度二於テ、Ha-stoff免疫群

　　　　　　　　　　　　　　　　　

第三節

　

本章ノ小括

以上各項二於ケル賓験成績ヲ･小括フ、レ八次ノ如｀

　

「ツ」反座ノ動揺ハ認ノ･ラレタ。

クデアル。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

煎重ノ受化二開シテ免疫元ノ種類如何ニョル影

各免疫元トモ、之-j健康海狽ノ皮下二注入シテ

　　

響ハナ･1．然シ毒力菌接種ニョリテハ一般二艦

モ著明ナ局所受化７来ス事ハナイ。叉是等ノ注

　　

重ノ減少が認ノ･ラレルガ、Ｈａ-ｓtofr免疫群二於

射二依ツテ動物ニ「ツベルクリン・アレルギー」

　　

テ刈

ヲ賦貢セシムル事ハ出来ナイ。然シ是等ノ動物

　　

毒力菌接種局所皮膚ノヽ、Ha-stoff免疫群二於テ

モ毒力菌ノ接種二依リテハ約２週後ニダヽ「ヽｿ」反

　　

へ他群卜同様二接種後２週前後二潰瘍ヲ生ズ

座陽性トナル。而シラ･、ソノ後ノ「ツ」反座ノ状

　　

ルニ至ツタガ、ソレ以後ハ漸次治癒傾向チ示シ、

態ハ剖検時迄、免疫元前處置ノ如何ニハ少シモ

　　

全治フ、ノレモノフ、ラ認メラレタ。然シ、他ノ４群

影響サレテヰナ４．

　

郎チ免疫元ノ種類ニョリ

　　

ュ於テハ漸次披大シ治癒ラ示スモノノヽ全ク認ノ1
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ラレナカツタ。

近接琳巴腺モ、Ha-stoff免疫群ハ、Ｎｐ-、To-

stoff,A.T.免疫群二比シ、淋巴腺ノ腫大度ハ

／トサイ。
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毒力菌接種52日後ノ剖見所見ニョリ、Ha-stoff

竟疫群ノヽ瞭二結核感染二對シ抵抗ヲ示シ、内臓

各臓器ノ病宛ハ他群二比シ著シク僅少デアル。

第二章「ヽソベルクリンブ劃分、加熱死菌、燐脂質及ＢＣＧ等ニヨル

　　　　　　　　　　

感染防禦力比較資験

前征二述ペダル賓験二依リ「ツベルクリン」劃分

中、Ha-stoffが或程度ノ免疫カヲ有ソ、ル事ヲ知

り得タノデアルガ、本賓験二於テヘ賓験動物

散々

熱死菌及之ニHa-stoffラ加ヘタルモノ、燐脂

質及之ニＨａ-stofrヲ加ヘタルモノ、拉ニBCG

ヲ以テ免疫元トシ、「ツベルクリン」劃分ト共二

感染防禦カヲ･比較セント試ミタモノデアル。

第一節

　

賓験方法

第一項

　

供試獣

　

300－400 gr ノ健康雄性海m 100

疋ヲ使用ン、１群10 /E宛トシ10群二分夕。

第１群

　

萬「ツ」免疫群。第２群

　

Np-stoff免疫群。

第３群

　

To-stoff免疫群。第４群

　

Ha-stoff免疫群。

第５群

　

燐脂質免疫群、第６群

　

燐脂質十Ｈａ･stoff免

疫群。第７群

　

ＢＣＧ免疫群。第８群

　

加熱死菌免疫

群。第９群

　

死菌十Ha-stoff免疫群。第10群

　

無處

置對照群。

第二項

　

免疫元

　

俳ヘツ」、Np-stoff, To-stoff, Ｈａ･stoff

ニ就テー・ヽ前章二邁ベタルヲ以テ略ス。燐脂質､ハ乾燥結

核姫菌末ヨリ戸田氏法ニヨり抽出サレタルモノヲ使

用ス。而シテ本物質ハ水二不溶性ナルヲ以テ、一定量

ヲ秤量シタル後、適量ノ「エーテノl／」ニ溶解セジメ、之

二所要量ノ生理的食膳水ヲ加へ、強ク振復ン、更二之

ヲ温湯中ニテ絶エズ振盗ジナガラ「エーテル」ヲ嘔出

スノl／。カクテ得タノl／白色涸濁液ヲ注射用二供シタ。燐

脂質ニHa-stoffヲ加ヘル場合ハ、慄メHa-stoff y所

要量ヲ生理的食膳水二溶解ｙ置キ、燐脂質ヲ溶解セノl／

「エーテノ1／」中二加ヘテ、前記ノ如ク處置スノ１／。BCG

教室保存ノＰｅtｒａｇｎａｎｉ培地約３週培養ノモノヲ使用

s／、之ヲ生理的食膳水二尹平等ナル浮游液トシ≒タノレ後

注射ス。加熱死菌ハ人型結核菌Frankfurt株Pet-

ragnani氏培地約１ヶ月培養ノモノヲ秤量ン、生理的

食盟水ニテ平等ナル浮游液トシ’、之ヲ１時間100度二

熱シテ殺菌ジタノレモノヲ用ヒ、Ha-stoffヲ加ヘル場合

ノ ゝ

久、

ソノ所要量ヲロノ浮游液二溶解セジメテ使用ン

第三項

　

免疫方法及ビ免疫期間（第5、6、7表）

第１群二川専研製奮「ツ」ノ生理的食嵯水10倍稀憚液

ヲ0.5―0.7―0.9―1.2―1.5 ccm ノ順二培量ン３日

目毎二皮下二注入ヌ。第2, 3, 4, 5群ニ｡ハNp-, To-･

Ha-stoff及燐脂質ヲ夫々0.5-0.7―0.9―1.2一1．５

ｍｇ宛漸次考量ヅテ３日目毎二皮下二注射７．而ジテ

１止ニツキ０．２ｃｍノ生理的食甕水二上記量ヲ溶解

シテ用フ。第６群ニ｡・ヽ燐脂質及Ｈａ･stoffヲ上記量宛

第二項二邁ベタル如ク溶解ン，漸次培量ヅテ皮下二注

入フヽ。第８群ニハ各海狽共1―1―2―2―4 mg宛前

項二記シニタル如ク製シタ加熱死菌ヲＯ､２ ccm ノ生理

的含脱水ご一含ム如クーシテ注射ス。第９群ニ｡･ヽ前記死

菌ニHa-stoffヲ0.5―0.7-0.9―1 。2－1｡５mg 宛毎

回加へ，之ヲ以テ免疫ス。第７群へ

　

BCG １疋常リ

１ｍｇヲ生理的食脱水浮游液トン，他群ノ第１同免疫時

ト同時二皮下注射ユ。

第四項

　

感染法

　

Frankfurt株人型結核菌Petragnani

氏培地約！々月培養ノモノヲ生理的食脱水0．２ ccm

ニ1,/1000mj^ 宛含ム揉二菌浮游液ヲ作り之ヲ第1,2,

3, 4, 5, 6, 8, 9群ノ各獣二免疫終了後６日目ニ，第７

群二於テハＢＣＧ處置後16日目ニ，第10群二於テ

モ，同日二下腹部皮下二注入八郎チ各獣ノ毒力菌接

種量ノヽ1/1000mg 宛デアノl／。

第五項

　

観

　

察

１．

　

免疫元汁入局所ノ碧化。

２．

　

免疫前後蚊二毒力菌接種後二於ケル「ツ」皮内反

唯ノ検査。
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３。

　

免疫前ヨリ剖検時迄ノ僣重ノ愛化。

　　　　　　　　

５．剖検及一部臓器ノ組織學的検索。

4．

　

毒力菌接種局所皮膚及近接淋巴腺ノ愛化。

　　　　　　　　　　　　　　　　　

第二節

　

賓験成績

　　　　

第一項

　

冤疫元注入局所ノ髪化

　　　　　　

チ硬結ヲ生ゼルモノ５例(Nr. 159, 160, 161,

　　　　　　　　

(第５、６、７表)

　　　　　　　　

164, 165),潰瘍ヲ'認ノシモノ２例(Nr. 156,

第1, 2, 3, 4群二於テハ注射局所ニダヽ何等特異　　157)，痴皮ラ形成セルモノ３例(Ｎｒ． 158, 162,

ナル宛化テ見ナイ。之ハ前章二述ペダル賓験ト

　　

163)デアル。第６群二於テモ殆ンド前群同様

同様ナル結果ラ得テ居ル。第５群二於テノヽ，全

　　

デアツテ，硬結形成５例(Nr. 166, 168, 169,

例二硬結，潰瘍，或ハ痴皮ノ形成テ認ノ･タ。印

　　

170, 175),潰瘍テ生ゼシモノ３例(Nr. 167,

　　　　　　　　　　　　

第５表

　

免疫元注入方法・量及注入後局所鐙化(１)

群

別

海香１　性

狼胱　別

僣

重

免疫元注入間撒､量及月日　　　　＞硬 潰

瘍

癩

皮
第１同　第２同

21/IV　　24/IV
第３同丿第４同
27/IV　　30/IV

第５同　。
　3/v　U皓

　　　　　　　　10 X AT. 10 X A.T. 10 X A.T. 10 X A.T. 10 X A.T.

　　30　　　含　　340　　0.5c､（11　0.7c｡^-1　0.9c.a　　1.2CC.　　1.5aa　　－　　　　　㎜　　　　　－

　　　　　　　　　　　｜　　　　__＿_　　　　__　_　____

A.T.　31　　t　　390 日　　I　　　　●● yl　　　　　　　　･･　　　　　　　　ll－　　　　　四　　　　　四

　-　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－__---J　－　　　←W　　〃　　〃ミ　W

　　39　　t　　320 ･ﾀ　　1　　　　9● ﾀﾀ　　　　　　　　1･　　　　　　　　ﾀ･　　　　－　　　　　㎜　　　　　四

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一一一一

免　40　　含　　360　　･･　　i　　日　　　　！　　　　ll　　　　　　　　ﾀ･　　　　　　　　l警　　　　四･　　　　　四　　　　　㎜

　　-　　44　　含　　320　　，，
ﾀﾀ　　　　　　　　｝･　　１　　ﾀ･　　　　　　　　ly　　　　四　　　　　皿　　　　　－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一一一
疫　46　　含　　360　　l･　　J　，･ ･･　　　　　　　　｝･　　　　　　　　l.　　　　　　＝　　　　　＝　　　　　＝

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一一一
　　47　　含　　300　　･･　　　　　　　　ﾀﾌ　　l　　　　ll ･y　　　　　　　　ﾀ･　　　　四　　　　　皿　　，　四

　　　　　　　　一一一－-－一一--一
群　48　　♀　　310　　，， ･ｬ　　　，　　　　ﾀﾀ　　　　　　　　･･　　　　　　　　｝y　　　　　　‾　　　　　＝　1　　＿

　　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　一一　　50　　t　　330 ･y　　｜　･，　i　･･　　　　1　　　　多･　　　　　　　　y.　　　　　　＝　　　　　＝　　　㎜

　　　　一一一--一一一一一一
　　52　　含　, 380　　lﾀ　　　　I　　　　･･　　　　　　　　･●　　　　　　　　･･　　　　　　　　l･ ｜　　_　　　　　＿　　　　　_

53 1 1 300 0.5in5:ｉ　0.1ms 0.9rag　　1.2Jns 1.5mg 四
_　　_

　　　こ4Np-s
　　　55

免　29

　　　59

4μ　　66
　.4.　-
　　　67

　　-　　　68群I一一一一

　　’　90

含 350 　　　　｜９蛮　　ｊ　　タ・ ●警　　　　　　　　｀● ・ｊ -
‾　｜　‾

含 320
　　　　　　　　１

タｌ　　　　　　　　ｌ・ １９　　　　　　　　・● ・・ - - -

含 320 　　　　　　・●　　　　　　　　・１

-

　　　　　　ｌ●　　　　　　　　ｉ・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　－

　　　　　　　　　　　　　　｜

　　　　　　●・　　　　，　　　１●

ｙ●　　　　　　　　●● ・讐 - -　・　-

含 400
●ｌ　　　　　　　　ｌｌ ・● - -　　-

含 320 ９・　　　　　　　　・・ ・・ - -　・　-

含 320 ●● ・● Ｓ・　　　　　　　　・讐 ・警 - -　・　-

含 410 ・・　　　　　　　　●ｌ ９１　　　　　　　　●● ・蓼 - -　　-

ｔ 350
＿－‥__＿_。_　___＿＿＿＿‥．_　　　_＿_

　　・９　　１　　●●　　１　９●　　　　　　　　・・

・９ - _　　_

95　1　♀ 390 ｌ・ ㎜ -　　-

96　　含 4りO　1　0.5mg　　　O.lmg　　　o.ymg-　　　1.2ing　　　l.5nig
‾　　‾　｜　‾

To-s
97　　革 お0

350

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｉ

　　・・　　　　　・●　　　　　・・　　　　　　　　ｌｌ　　　　　　　　タ・

．－－－－　－　　　　　－　　　　---１　－一一－-－－－，--←－，一一φ一

　　・●　　｜　　・・　　　　　　　　ｊ・　　ｋ　　ｙ●　　｜　　・・

-　　- -

99　　含 一　　-
　〆

-

召口00 1　含 320
　 　 　 　 　 　 　 　 １ 　 　 　 　 　 　 　 　 ，

・ ・ 　 　 　 　 　 　 　 　 ● ● 　 　 　 　 　 　 　 　 ・ ・

－ 　 　 一 一 一

_ _

-　　- -
／･爽1

疫

群

１　ｉ　ｔ 340 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｉ　　　　　　　　　ｌ　　　　　　・・　　　　　ｌ讐　　　　　　　　・・　　　　　　　　ｌ・　　　　　　　　９ｉ

＝-　=＝＝　　　＝　　　　　　＝-－ミ---=　〃　～　　　＝‾
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｌ

　　　　　　讐●　　　　　　　　ｐ●　　　　１　　　　１１
ｔ　　●●　　ｊ　　●・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｉ　　　　　　　　　ｌ

　 - 　 　 -

＝ 「 － ミ ～ 　 　 　 　 - ･

　 - 　 　 -

-

７　ｌ　ｔ 390 -

８ ｔ 320 ・・
　　　　　　　　｜

●・　　ｉ　　　　ｉ９ 　　●●　　　　Ｉ　　・・　　ｌ　-　　-
¬〃→‾　-

　　タ９　　　　　　　　・９ｌ　-　　-　_____．_．＿__　　＿＿　　．＿＿．－_____

　　・・　　　　　　　　・９　　ｉ　-　　一
一一一一--　　　　　　-－一一－----一一
　　，．　　　．．　！　一　　一

　-
‥一一－-

９ 含 400 ・タ ・・
り

28 含 300
　　　　　　　｜

●・　　　　Ｉ　　　　・１　　　　　　　　●９

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｜・●　　　　　ｙ●　　　　， ●●

-

1　74　1　含　j　370 -
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第６表

　

免疫元注入方法、量及注入後ノ局所鐙化（２）

群

別

海香

倶妓

性

別

栽 免疫元註人間敷、量及月日 硬

結

潰　　癩
　　１

癈　　皮　　；第１同重　i　21/IV
第２同丿第３同ｉ第４同，第５回
u/isi　＼211TV　｀　30m　　3!V

Has

　免

　疫

　群

131 含 380　　　0.5ing　　O.Tmg　　　0.9Tas1.2Tag　　1.5m^ ， －　　　－　！　－

132 含｀ 340　　　　　・.　　　1　　　1y　　　　　　　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｜

タ９　　　　　　　　・・｜　-　　一　　一

133 ｔ 320　　　　　1・　　　　　　　　・●　　　　　　　　・・
_　　_　　_

139 含 350 ，　，， ･y　　　　　　　　・・　　　　　　　　･9　　　　　　　　･9　　　　―-　　　　　-　　！　　-

　l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

141 含 350 ！　　， ･･　　　　　　　　･9 タタ　　　　　　　　・ｙ　　　　一‾　　　‾　１　‾

142 含 310　・　　　　‥ 9･　　　　　　
　　●9

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１

・●　　　　　　　　・・　　　　‾　　　‾　ｌ　‾

143 言　1　330　　，， ･l　　　　　　
　　jﾀ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！ ・●　　　　　　　　１９　　１　　-　　　　-　　ｌ　　-

149 言 320 ・ｉ　　　　　　　　・●　　　　　　　　ｌ● ｌｌ　　　　　　　　ｙｌ －　　　－　１　－

150 含 300　　　lタ　　１　　日　　ｉ　　ヌタ
　　　　　　　　１

・・　　　　　　　　９・ -　　-　・-

155 含　i　370　　　，， ﾀI　　　　I　　　　警９　　ｊ　　　　･･　　　　　　　　･･ｉ　　‾　　　　　‾　ｊ　-

I 156 t　l　380 0.5ms O.lmg 0.9mg 1.2m5: 1.5mg －　　　＋ -

燐

脂

貫

免

疫

群

157 革 320
り ９・

｜　　　　｜ －　　　＋ 四

158 含 310 日 タ・ ・費　　　　　　　　９・　　　　　　　　・・ -　　- ＋

159 ｔ 320 タ・ ９９ ●９　　ｉ　　　¨ ●● ＋　　　－ -

160 含 350 １９ ・讐 タ．　　　　｜　　　　・・　　　　　　　　・・＋　　　－ -

161 で?｀ 325
り １・ い

　　　　　　　　｜
●・　　｜　　　　・瞥 ＋　　　－ -

163 含 310
日 い 繁繁

・

　　ｌ・ ・・ 一　　- ＋

164 含 300
タｌｆ ｊタ ｌｙ

　　　　　　　　ｉ

●●　　｜　　・・ ＋　　－ 四

165 含 310 １１ い ｝・

　　　　　　　　１

●・　　　　ｉ　　　　ｌｌ ＋　　－　！　－

162 含 310
り

n ｌ・ １・ ●● -　　- ＋

！　166 含 320
各　　々
0.5ins:宛

各　　々吝　　々
0.7mg宛0.9mg宛

各　　々

　１．２ｍｇ宛
各　　々
　1.5聘宛

＋ - -

屏

●●l

167 含 300 ・・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１

・・　　　　　　　　ｌ・　　　　｜　　　　・・ ・ｌ - ＋ -

邸　　168

質1 169

＋1 170

Has　171

免　172

J

含 330 ●● ・９　　　　　　　　・● 讐１ ●● ＋ - -

ｔ 350 ｌｙ Ｓｌ　　　　　　　　・９ ９蓼 ９・ ＋ - -

含 310 ●● ●・　　　　　　　　ｌ・ ・● ●● ＋ - -

ｔ 320 ９讐 ’　　　　　　　　１● ・ｌ

　 　 　 　 　 　 　 　 ｜

● ・ 　 　 １ 　 　 - - ＋

含 300 ｙ・ ・・　　　　　　　　１・　　　　１　　　　・・ ｐ警 - ＋ -
没

-4ゝ●

173 含 310 ,,＼ タ・　　　　　　　　い ・ｌ - - ＋

゛づ74　･含 350 ●・ ｌｌ　　　　　　　　・・
９タ

‥　　１　- ＋ -

175 含 300 ｌｌ ・９　　　　　　　　・讐 ●● ●● ＋ - -

群

別

B
Ｃ
Ｇ

免

疫

海番

狼姚

性

別

第７表

　

免疫元注入方法、量及注入後ノ局所貸化（３）

僣

　

ｌ

　　　　

免疫元注入同敷、量及月日

重

176 ｔ 340

179 含 340

180 含 310

181 含 300

183 含 320

184 含 310

185 含 300

第１同ｉ第２同１第３同｜第４同

21/IV ，　24/IV　1　27/IV　！　30/IV

１瑚･

-

・ ｉ

皿 ･

タ タ

" 〃 Ｗ ’ － ’

一 一

硬

第５同

　

3/V
し

潰

　

瘍

一 一

＋ -

＋ -

＋ -

＋ -

＋ ㎜

＋ -

＋ -

痴

　

皮

一

一

一

-

一

一

一

-

-

一一一

　

-

219
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群
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｜

187　1　　雲　　i　300　１
9･

一 一 ‥ 　 　 　 　 　 －

＋ - -

188 ｔ 310
　　　　　　　ｌ

ｉ讐　　１ ＋ - -

1　189 含｀ 320 ●９
ｌ　＋ 　　　１

-　　｜　　‾

加

熱

死

菌

免

疫

群

190　　言 310 0.5mg 0.7ine: O.^ms l 1.2゛ 1 1.5mg ＋ - -

191 含 300 い ・９ ｌｙ 日 タタ
＋ - -

192　含 360 　 　 　 　 　 ・ ・

一 一 　 一 一 一

　 　 　 　 　 ・ ９

９９ １９ り 聾９
＋ - -

193　t 300 　　　　９・

－　　　　　一一

　　　　タ讐

●● 日 日
＋ - 四

195　t 300 り □
　　　１９
　　‥一一

　　　ｙ・
一一一一

　　　９・

タｌ
- - ＋

198　含 370 ｌｌ ●９
・ 争

　 　 　 　 　 　 　 一

１ ・

　 １ ９

一 一 一 　 － 　 －

　 り

＋
四

-

196　1!;｀ 300 　 　 　 　 　 　 ｌ ｉ

　 　 　 　 　 　 い

一 一 一 　 － 　 ・ 一 一 　 　 －

　 　 　 　 　 　 ・ ・

　・ｌ

一一

　ｌ・

＋ - -

199　t 300 ・・ １・ ●●
＋ - -

200　t 330
り タ９ 　　　　　｜い　　ｉ　　タ・

＋ - -

j　295　　含 360 タｙ
・・

日 ７ｉ ｊｙ ＋ - -

　加

　熟

　死

　菌

　＋

Ha･s

　免
　疫

　群

186 含｀ 330
各　　々
　0.5ing

各　　々

　0.7阿

各　　々
　0.9ms:

各　　々

　1.2iiig

各　　々
　1.5ms

＋
四

-

177 含 365
　　　　　　　　１

ｌｌ　　｜　　，，
日 り

ｙｙ ＋ - -

178 含 290
ｌｌ ｌタ 日 　り

　タ・

　ｌ讐

－

　ｌｌ

９１

９９

ｙ・

＋ - -

296 ｔ 290 ｙ・ ｌ・ ・タ - ㎜ ＋

298 t　　320 　　　　　　い

－－

　　　　　　ｐ９

　　　　　　　　　　　　－

　　　　　　ｙ・

ヌ・ ｊ・ - - ＋

11 含 250
日 □

い
　　　　　一

｝タ

日
＋ - -

12 ↑　1　230 ｙｙ ９・ ｙｉ ＋ - -

13 含ヽ　　　　245　・　　　，，
日 タ・ １１

＋ - -

14 ♀ 255 1
り り ｌタ ｉ９ タタ

＋ - -

15 t　　255　　，， タ．　　　　

ｌ　　　　

・・ ●・ ・ｉ
＋ - -

172,174)痴皮ヲ作りシモノ２例(Nr. 171, 173)

デアル。第７群二於ｆへ全例トモ硬結ラ残シタ

1ノド、潰瘍或ハ痴皮尹認ノ･タルモノ１例モナク

第８群二於テハ、痴皮テ形成シタル１例(Nr.

195)ヲ除キ、他ハ何1ノモ硬結ザ残シ、第９群ニ

テハ２例二於テ(Nr. 296, 298)痴皮？認ノタレ

ド、他ノヽ何レモ硬結ヲ生ゼルヲ見タ。郎チ第1，

2. 3, 4群テ除キ他ハ何レモ多少ナリトモ局所

髪化ヲ供フヲ･認ノタ。

　　　

第二項

　

冤疫前後及毒力菌接種後ノ

　　　　

｢ツ｣皮内反感(第8、9、10表)

第1, 2, 3, 4群二於テノヽ、全例トモ竟疫後｢ツ｣

反樹ノ陽性化セルモノハ認メラレナ１．第5，

6群二於テモ同様ニ、大部分ハ｢ツ｣反廊ノ陽性

化ヲ･認ノ･ナカツタガ、第５群ノ２例(Nr. 163,

164)、第６群ノ２例(Nr. 168, 170)ニ於テ弱度

ノ｢ツ｣皮内反座が現レタ。然シ大筒二於テ、燐

脂質ノミーテ｡ハ勿論、コレニHa-stoffヲ加ヘ

タルモノヲ↓以テシテモ｢アレルギー｣ヲ1浸現セシ

ムル唇ノ｀無キモノト考ヘラレル。第7， 8，9群

二於テハ各獣トモ、免疫後｢ツ｣皮内反廳ハ陽性

二糖化シタ。而シテＢＣＧｆ以テシテモ、死菌

ノミ、或ハ之ニHa-stoffザ加ヘテ免疫シテモ

｢ツ｣反座ノ程度－ハ何等認ムベキ差異ハ認」ラ

レナカツタ、、

猫、毒力菌接種後２週及剖検前ニ、全例トモ

｢ツ｣反座ヲ･検シタノデアルガ、免疫元ノ種類ニ

ョリ｢ツ｣反吉ノ動煥乃至ハ著明ナル差異ハ謐セ

ラレナイ。

　　　

第三項

　

饅重ノ髪化二就テ(第11表)

免疫前後二於ケル各駅ノ剪重テ通覧スルニ、全

例可成ノ噌加テ認ノ･タノデアルガ、殊二燐脂質

及燐脂質十Ha-stoff免疫群二於テハ著シキ剪重

増加-7示シタ。

毒力菌接種１週後二於テ、第5,6群二於テノ'ヽ一

時慌重ノ減少テ示シタガ、再ビ噌加ノ傾向ヲ示

シ、終始剪重ノ噌加コy認ノタノ､ハＢＣＧ免疫群

ノ£デアツテ、残諦ノ免疫駅ニアツテハ増減相
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第８表

　

免疫元注入前後ノ海狼｢ツペノl／クリベ｣皮内反:陀ﾐ(１)

群

別

海

狼

番

抗

免疫前「ッ」疑惑 免
疫

完

了

日

免
疫

－
ﾆ冗
總

量

免疫後'｢ッ｣反感

機

査
日

24　時　間　！ 48 時間 検

査日

24　時　間　48時間

1?で謬　･･　照　1?ﾂﾞ牡回10×m : *,.「; 'ifi　照 1?ぴ對照

AT

30」9/I V - －　１　－ - 3/V 4.8CC　67N　X　-- -

一一
-

31　　，， - - - - タタ ｌｌ　　　ｌ　　　・９
　　　　　ｉ

０．４×０．３

一一-‥

　-

0.2×0.2 -

　　∩9　日

　　　←-
　　　　40　　　，，
免‥一一　一一一一

　　1　　4↓　　‥

がレ　46J　･9
又　，

　　i　　47 lﾀ　　｜　　　　，

0.3×0.3 - - - タ● ・ｐ　　　　　　・・ - - -

- - - - ヲ雫 １９　　　　　　９９
● ㎜

- - -

- - - - ｌｙ ●・
り

０．２×０．２ - ０．２×０．２ -

- - - - タ・ ●●　　　　　　・・

　　　　　　１
一

一

- - -

0.3×0.3 ０．２×０．２ - - ・● ｉ●　　　１　　　１１ - - -

群
　　　　｜481　ll - - - - ●● ・・ タタ

一一 - 一一 -

50 タ・ - - - - ９● ヌ・ ９９ - - - -

52 ・ｙ - - - -
ｌ● ９９　　　

１　　　

１９
- - - -

Np-s

　免

　疫

　群

531　･･

　i

0.4V0.40.2×0.20.3×０．３ -
ｉ９

4.8mg- 　　　-９・
- - -

54 ９・ －１－ - - ・・ ｌｙ 　　　-ｊ・ - - -

55 ●・ - - - - ９・ ９・ ｌ･　１０．５×０．５- 0.2×0.2
四

29 ９讐 - - - - ｌ・ 　　　　　-●●　ｉ　賢タ - - -

59
９９

- - - - ｉｌ ９９ 　　　-タタ　　ｉ - - -

66 ●¶ - - - - ｌ● ９１ 　　　-タ● - - -

67 ・｝ - - - - タ・

　　　　　　１

９●　ｊ　９９　　　　四 - - -

6S

90

タタ
- - - - ｌｉ ｌ・ 　　　-・９ - - -

□
- - - - ・ｉ ｌｌ

　　　-・・ - - -

95

96

ｉｙ - - - - ・・ ・・ 　　　　　　｜ｌ・　１　　- - - -

To-s

　免

　疫

　群

ｌタ
- - - -

１９ ９９ ・●
- - - -

97
り

- - - - い 讐讐 ９ダ
- - - -

99
日

- - - - ｌｌ □ り
- - - -

100 ・タ - - - - ｌ・ ９ｉ ９● - - - -

１ ●● - - - -
日 タ・ り

- - - -

７
日

- - - -
H ｙ９ タ・ - ・㎜ - -

８
ｉ・ - - - -

ｌタ ・９ ９？ - - - -

９
り - - - - ｌ・ 聾● り

- - - -

28 ・・
０．３×０．３

　 　 　 　 　 ●

_ -

- -
ｌｌ ９・ １タ

- - - -

74
ｉ９ - - - 四 ・・ ●● ･9　i　- - - -

群

別

Has

免

海
桃
番
抗

131!

-

132

-

133

‾‾‾‾F

139;

WI

14で1］

第９表

　

免疫元注入前後ノ海狼｢ツベルクリン｣皮内反咆(２)

検
査
日

19/IV

-

り

-

ｙ９

-

り

免疫前

2↓

　

時

10×仄

　

「ツ」
一

一

一
-

一 一

- 一 一

０．１×０．３

-

　
　

　
　

　

一
〇
』

‐
ｌ
ｌ
！
１
１
１
・
ｊ

ツ」

一

間

反

對

　

照

一一
-

-

．２×０．２

唯

一

IS時

--一一一一
10×罵

「ツ，

１

１

ｊ

－

－

－

－

－

間

對照

一
一

一
一

一

一

一
‐

・

ｊ

免
疫
完
了
日

　　　　　

！

　　　

･1
司丁

免
疫
元
總
量

４。Smg

-

ｌ ・

-

９ ●

-

・ ｌ

免疫後「ツ」反唸

検
査
日

6/V

｝ 卜

n

９ ・

ｌ ｌ

24

　

時
１

１

―

・

1

1

1

10×奮

「ツ」
-

　

－
-

－

-

-

-

一

一

－ W

　

同

一
對

　

照

　

↓8

10×

　

「リ

時

罵

221

- -

- -

- -

- -

間

一
一
一
一
-
-
一
一
一
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　　142
疫，

　　143

群　149

　　150

　　155

・・ - - - - １１ 日 　　　-・ｌ - - -

１９
０．２×０．２ -

０．２×０．２ - n
り り　｜　- - - -

●● - - - - ｉ９ ・・
瞥ｌ

- - - -

日
- - - - ヌ・ り ９●

- - - -

・９ - - - - ９タ り 日　｜　＿　｜　＿
- -

燐

脂

質

免

疫

群

156　l●　　　1　　　‾　　　I　　　‾

　　　　　　　　　　1

- -　！　り　ｉ　９・　　　　　　・・
０．４×０．４ -　10.2χ0.2 ―

157　●9　　　　　　̃　　1　　- - -
　　　　　　Ｉ　　　　　　　Ｉ

讐讐　
１　９９　　　　　　・ｌ - - -　-

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　
　　　1158　り　　ｉ　　　－　　　　　　－　　ｉ　－ ㎜- ｙ・ ９９　　　　　　１１

０．６×０．６ ０．２×０．２ 0.3×0.3･－

159　　l讐 一　　- -
_ｉ　　ｌ

　！　り　4　1･
・・ 　一

一一一

　－

０．５×０．５

０．９×０．９

＿　｜　＿　ｉ＿

160‘　s･　　　1　　　‾　　　，　　‾1　　-
　　　　　・　　　　　　　｜　　　　　　　｜

‾‾‾‾‾　ｉ　　　ｌｙ 警讐　　　　　　９９

　　　　　　　　　　　　　　　　ｌ　　　　　　　ｉ １

161　●9　　　　　　‾　　　　　　　‾　　｜　-　｜-＝　･･ ・９ 日
-　　0.3χ0.2 ―

163　･･ -　　　-　　　-　ｉ-
り り ・ｌ - ０．６×0.6 ―

164　，，　　-　　　一一‘　- -
　　　　　１　　　　　　　？

タタ　　　　　　●・　　　　　　９・
　　　　　１

1.0×1.0 －　　･0.7χ0.7　－

165 ｌｌ　｜　-　　　-　　　- -　１　１争　ｉ　・ｌ　ｊ　日
　　　１

- 一　　一　-

　　　　　l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i16̃　ｌ･　｜　-　　　-　　　-　１-１　り ・・　　　　　　９９
０．３×０．３ - - -

166　●費　　　　　　‾　　　　　　　‾　　｜　　　㎜

-一一一一一一--－１６１　　。０．３×０．３　-　１　　　‾
　　　　　　　　１

- y･　　　　　　●pj　’’　.0.3×0.3,　　‾　　｜　　‾ -

- 　　　　　　　　-ｌ・　　　　　　ｙｌ　　　　　　・・ - - -

燐　168　り　1　　－　　　　－.....　　　　　　　　　　　　｜
- - ｌｌ　　　　　　・ｌ　　　　　　・.

0.7×０．７　　-

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｜

0.5×0.5 ―

月H　　169
萱

　　　　-　　-１・　　　　　　　｜

　　　　　　　ｌ

- - 99　l　ll　　　　　　ﾀ･　
０．３×０４　-

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｜

0.2×0.2－

＋　170　，，　　- l　　-　　i　　-

　〃ﾐ--〃〃
Ｈａ爆171　　，，　　　-　　　　-　　　　一

免I一一一--－－－I〃〃-

疫1 172 ﾀｌ　　　゛　‾‾'‾　　ｊ　-　１　-_．､．，　　　　　　　　｜　　　　　　　｜

-　｜　●．　１　･ｙ　　　　　　･･１．２×１．２･　　-　　１０．８×０．８　-

_．＿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　_　　　Ｌ　　　_　　　　〃　　　　　ｍ

　　　　　　　　　　９●　　　　　　タタ　　　　　　・・　　　　　　　　　　　　Ｉ　　　　　　　　‘
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｜　　　　　　　　　　　　　　　　，

-　ｉ　　　　　　，　　　　　　　　　　　ｌ　　　-
　　　ｌ　タタ　１　日　｜　ｌｌ　｜

- - -

蒋　173　　　　　　　　　一一　　　’　　一一　　　　　　一一

　_’&.●-　-__ﾀ●　．　　＿＿＿＿　．__＿　Ｉ　　　　　　　_____＿．

　１７４　●蓼　　　　　　‾　　　　　　　‾　　‘　　　‾

　一一一一一一
　175　･･　　　1　　四　　１　　-　　　　　-

-
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

lﾇ　　　　　　ｉ９　　　　　　●･
０．５×0.5;　- 0.3×0.3　－

¬ ｙタ　　　Ｉ　・９　　　　　　・.0.4χ０．４　- ｉ　　　_　　　ｉ　_
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｌ　　　　　　　ｉ

二　・・　　　９９
・・　ｉ　- －　１　-　ｉ　－

　　　　　　　　１

第10表

　

免疫元注入前後ノ海狽｢クペノl/クリｙ｣皮内反塵(３)

群：海¦　　免疫前「ッ」反感　　　ﾚ免　免１　　免疫後「ッ」反感

狼’　　　　　　　　l　　　　i75こ’ﾌ又
　ｌ桧　24　時　間　1 48 時間　　完１元

番ｉ－｜　　　　　　　　　　・７　１自
検

査
日

　24　時　間　48時間

　　　　　　　　'‾'‾●　　－　.--〃〃-1ﾂﾞ◇四コi1≒烈回　　　　　　　　　！　　Ｊ．
刄j　づ池に　　日 10×鳶

　「ッ」 計照j≒良計照　自　丁嘉
ﾊﾞ176ﾚ19/IV -

‾　｜　‾
- 3/V 4.8m£: 6/V 11.0×1.0 - 1.5×1.51-

。　179 　　　-９９　　　１ - - 　　｜-
　　ｉ　　　｀゛

９９ ９・
０．６×０．６ - 0.6×0.6!－

Ξ18oj　ﾀ9

a･　　　　　　　｜
- -　　- -

９９ ９・ ・ｌ
０．７×０．７ ０．２×０．２ ０．８×０．８ -

免
1811　　‥　　j　　－

　　　　　　　　　　　　ｌ　　　　　　　　　　ｌ

‾‾　　１　　-　　ｌ一犬　・Ｉ　　　Ｓ　　　９９

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｜

・・ ０．５×０．５ - ０．４×０．４ -

183 贅９
０．４×０．４ 0.2×0.2　　-　　’-1　　，，　　　yl

　　　　　　　　　　　1
９９

１．０×１．０ - １．２×1.2 ―

疫」84

　　185

髭　187

･･：　-　｜　-　｜　- - ９９　　　ｉ　　　ｌｌ タ９
１．２×１．２ - 1.5×1.5 ―

　　　　　　１

ｉ●　　　｜　　　‾゜‾‾
　　　　　　｜　　　　　　１

- - - ｌｉ ・今 １・
０．５×０．５ - ０．７×０．７ -

　　　　１

り　ｉ　　　-

　　　　１

- - - ｙ９ 日 ９●
０．８×０．８ - １．０×１．０ -

,”l　l　188　　，，　　　　　-

- - - ・ｌ ９９ タタ
0.3×0.3 - ０．５×０．５･-

1　189 9y - -　　- -
り ・９ ・・ 1.5×1.5　－　2.0×2.01一

1190 り　！　　-　　　　- - -

り
ｌｙ ,，　1.0×1.01　　－　　11.5×1.5¦-

加

熱

死

191 　　　_　　_
ｙ摯　ｌ　　　　　　ｌ - - ｉ● 日

,，　０．４χ０．４ - ０．４×０．４ -

192
　　　　　　　　　　　１

　　　１　　　　　　-　　-ｙｌ - - ９● ９９ y9　　1.2×1.2 - １．５×１．５ -

193　　’’　　　　　‾　　　’　　‾ - - タ● り
･ﾀ　!０．６〉<０．６- ０．５×０．５ -

　　　　　l　　　　　　　　　　　　　　　　i
195　l●　　　　　　‾‾‾’　　　　　　‾ - - ｌｙ 日

,，　1.0×1.01　　- １．４×１．４ -
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・ ●
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ノ受化(第12、13、14表)

本官験二於ｆハ、毒力菌接種､ハ皮下二行ヒ、而

モ極微量鮒]チj/｣･､(…ｍｇテ接種シタモノナルヨ

リシテ｢ツ’゛ルクリン゜アレルギー｣11犬剋§十リシ

一

一
一
一
一
-一
一
一
一

一 一 ←

一 一

-

＿ ＿ _

　 　 　 　

－

-

一
一
一
一
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' ← －
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一
一
一
一
一
-

一 一

第11表

　

僣重ノ９化(平均瓦)

大病要
群別　へ 免疫時 ４誠忠染な壇誠 １週後 壇減 ２週後 壇減 ３週後 堵滅 ５週後 壇減 剖検

時
Ａ．Ｔ．免疫群341　十割　　384 ＋29 413サ21 392 +54 446　-19 427　－ 1　j 426

Np･s免疫群ﾊﾞ348　十47　　401 ＋９ 410 －26 384＋43　:427　－ 6　ﾚ121　J－18 403

To-s免疫群 357，＋29　　386 ＋20 406 －42 364　冲54 418　－14 404 －15 389

Has免疫群 337　　＋33　・　369 ＋27 396　し29 367 ’十67.5≒434.5十20.5 411　－ 9　1 405

Phosphatid

免　疫　群
323.5°-fll3.5　437 -34.5 402.5 ＋7.5 410＋38 448　　－　1.5446.5+11.5 458

Phosph＋
Has免疫群 319　　＋94　　413

　　　　　　‾　　　　－315　　＋41　　356

－28 385 ＋12 39√4-29.5ﾚ↓26.5十11　へ37.5十〇.5' 438

ＢＣＧ免疫群 ＋16 372 ＋19 391 ＋43 434　＋10　レ↓討　＋６ 450

死菌免疫群　323　十29　　352 ＋29 381 －７ 374＋郭　420　‾15　レ↓05　－5 400

篇丿菌吉Ｈ写’283　十38 1 321

-－-----－－---……----－---
?Wj庖ゼ

＋30 351　＋13 36↓＋;33 397　＋6 403　＋4　・ 407
　　　i　　　　・

＋32 367 －19 31-S ―46　391　－ 2 392 ，－10 ）82

錯綜シラ，特異ナル鮎一片認ノ･難イガ，一般的二

観テＢＣＧ免疫群ハ勿論，第4, 5, 6, 8, 9群ノヽ

他二比シ多少噌加卒ハ多キモノヽ如クデアル。

　

第四項毒力菌接種局所皮膚及近接淋巴腺
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第7, 8, 9群二於テモ，コ，

229

ル早期反古ノヽ認メナカツタ。

第1, 2, 3, 4群二於ケル所見へ前官験ノ成績

二大鰐一致シ、毒力菌接種後約２迦ニシテ、皮

下二小結陀ド㈱レルニ至り、漸次之が披大シテ

一部ハ膿瘍トナリ、叉一部ハ白浪シテ浪瘍テ作

り或ハ痴皮ヤ4ミリ、剖検時迄治癒スルニ至ラナ

カツタノデアツテ、其間潰瘍が漸次小すクナ

リ、多少ナリトモ治癒傾向ザ示シクルハ、Ha-

stofr免疫群中ノ５例ニとヅ見タノデアル。而

シテ近接淋巴腺へ第1, 2, 3群二於テハ何レ

モ菰豆大ヨリ揖指頭大二腫大シタルニ反シ、第

４群ニテヘ終始全ク腫大セデルモノ１例(Nr.

132八米粒大二止りタルモノ１例(Nr. 141)、

碗豆大ノモノ３例(Nr. 139, 143, 150卜y示シタ

ノデアツテ、是等ノ所見ヨリスレバ、=１ノ４群

ノウチデハHa-stoff免疫群二多少ナリトモ=訟

力菌感染二對プ､ル抵抗力附典能カノ存スル事が

想像セラレル。燐脂質及燐脂質十Ｈａ・ｓtofr免疫

群二於テハ、接種後肢ニ１週－シテ小ナル痴皮

形成？示シタルモノ３例(Nr. 163, 164, 168) ^

見タルモ、他ハ何レモ２週後二至ツテ始メテ小

結節テ皮下二鯛レタ。而シプー、ソノ一部ハ４週

後二痴皮二･形成フ､ルモノモアツタガ、大鰐５週

後ニノヽ殆ンド吸牧せレ、接種部位ニハ、ソノ痕跡

ヴモ認ｙデルニ至ツタ。淋巴腺二於テハ碗豆大

乃至菰豆大ノ腫脹テ誹シタ。燐脂質軍燭免疫

ト、之ニHa-stoffリ附加シテ免疫シタルモノ

トフ間－ハ、皮膚及淋巴腺所見-ヽ開シラ｡ハ、

著明ナル差異ハ認メ得ナカツタノデアルガ、

Ha-stoff軍偏見疫二比シタハ、這カニ優ツテヰ

加熱死菌及加熱死菌十Ha-stoff免疫群二於ケル

所見ハ、前記燐脂質兄疫ノモノト大差ナキモノ

ノ様デアツテ、接種４日-ヽシテ皮下二小結節テ

認ノシモノ４例(Nr. 199, 200, 298, 11-テ除

キ、大部分ハ接種後２週ニシテ始ｙテ皮膚二病

宛ご･見、カクテ５乃至７週ニシテ殆こド吸収治

癒フヽル刊認ｙタ。更二淋巴腺二開シテハ、米粒
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大ノモノ７例(Nr. 190, 192, 186, 178, 298, 12,

14)デアツテ，コノ中５例ノ･ヽ死菌十Ha-stoff免

疫獣デアル。菰豆大二腫大セル・ヽ第８群ニ２例

(Nr. 193, 198八第９群ニ１例(Nr. 15)ヲ･認ノ｡

タガ，他ハ何レモ碗豆大一止ツタ。以上ノ所見

ヨリシテ第8，9群ノ免疫カノ差異ヲ判然ト匯

別スルハ困難デハヽアルガ，何レカト云ヘバHa-

ｓtofrテ加ヘタ方が幾分秀lノテヰルノデハナイ

カト思バレル。 BCG 免疫獣卸チ第７群ニテハ，

接種４日後一痴皮形成アリシモノ１例(Nr.

189)，2週後ニダヽ４例(Nr. 176, 179, 180,188),

４週後１例(Ｎｒ.187)，5週後１例(Ｎｒ．181)ノ

皮膚病憂ラ認ノタガ，終始病宛テ示サザルモノ

３例(Nr. 183, 184, 185)ラ得タノデアツテ，

他ノ例ト云ヘドモ，大蔵５週後ニハ吸収治癒ス

ルヲ認ノ･タノデアル。而モ楢，淋巴腺二於テノヽ

腫大スルモノ少ク叉ソノ程度モ軽微デアツ｡テ，

本群ノ牛数ニハ全然淋巴腺ノ腫脹テ鐙スル事が

出来ナカツタ。

對照群ハ，全例トモ２週後二皮下二小結節テ生

ジ，之が或ハ潰瘍，痴皮ラ形成シ，漸次披大シ

テ建二剖検時迄治癒シタルヲ･認ｙナ４．淋巴腺

二於テモ識豆大乃至揖指頭大二迄腫大セルヲ示

シタ。

　

第五項

　

剖見所見(第15、16、17表，附圖第2)

毒力菌接種67日後二各駅トモ｢クロロホノ1/ム｣ヲ以テ

死二陥ラジメ，次ノ如キ剖見所見ヲ得々。

第１群｡ハ，肺二結節ヲ疏｡スノ1/モノ５例(Nr.39,40,46,

50, 52)，肝モ５例(Nr. 31, 40, 46, 50, 52),牌。･ヽ，4

例(Ｎｒ.30, 44, 47, 48;が弱度ノ，３例(Nr. 31, 39,

40)カ’中等度ノ。２例(Nr. 46, 50)が高度ノ結核性病

鐙ヲ認メタ。腎／ヽ各例1ヽモ病塗ヲ認メズ，淋巴腺／ヽ何

1ノモ乾酪礎性ヲ示ヅタ。第２群へ肺１例(Ｎｒ.29)，

肝４例(Nr. 55, 29, 66, 68)ニ結節ヲ認メ，牌ハ１例

(Nr. 59)ニ結節ヲ認メズ，３例(Ｎｒ. 53, 54,90)ノ軽微

ナル病受ヲ示セルモノヽ他,ハ何レモ強度ノ結核性鐙

化ヲ件ヒ，腎ニハ仝例墾化ナク，淋巴腺｡ハ米粒大１例

(Ｎｒ.54)ノ他｡ハ認豆大乃至栂指頭大二腫脹ン乾酪磋

性ヲ示フヽ。第３群ノヽ，肺２例(Ｎｒ.7,28)，肝５例(Nr.

99, 97, 7, 9, 28)ニ病縫アリ，牌｡・ヽNr. 74 ノｉ少徹

【第17巻

ノ結節ニテ、他ハ總テ強度ノ病愛ヲ示ジ、腎ニ｡ハ塗化

ナク、淋巴腺／ヽNr. ８ ノ米粒大ナノ1／ヲ除ケバ、他／ヽ

慧豆或べ

郎チHa-stoff免疫群／ヽ、肺二病愛アノl/モノ・ヽ１例モ無

々、肝２例(Ｎｒ. 141, 155)ニ少数ノ結節アリ、牌二於

テ｡･ヽ、Nr. 141, 142ニ中等度ノ病糖アリ、Nr. 150,

155ニ・ヽ極少数ノ結節アリテ、他ノ６例ニハ病塗ヲ見

ナイ、腎一髪化無ク、淋巴腺｡・ヽ腫脹ヲ見ザノ1/モノ１例

(Nr. 132)、米粒大１例(Nr. 141)、他｡・ヽ碗豆大或ぺ

豆大ヲ示ジタ。第５群ニテハ、肺二病糖アノl/モノ無

ク、肝／ヽ1例(Ｎｒ． 162)、牌／ヽ4例(Ｎｒ． 156, 160, 162,

163)ニ軽微ノ病糖アノ1/外、他ノヽ全然病糖ヲ峡キ、腎｡･ヽ

全例トモ糖化ナク、淋巴腺／ヽ何lノモ乾酪糖性二陥ﾉ1／。

第６群／ヽ、肺、肝二病愛ノヽ認メラ1／ズ、牌ノヽNr. 166,

169, 170ニ極少数ノ結節ヲ見ﾉl／ノｉニテ、他。･ヽ全然糖

化ナタ、腎／ヽ愛化ヲ認メズ、淋巴腺／ヽ仝例トモ乾酪慢

性ヲ示ク､。以上第５群ト第６群トヲ比較スノl／ニ、第６

群が少ンク抵抗力優ﾉl／モノヽ様デアノ1／。第８群ト第９

群二於テモ、第5，6群二於ケノ1／ト同様ナ開係が認メ

ラ1ﾉﾉ1/ノデアクテ、第８群ニテノ･ヽ、肺二慢化アノl／モノ

無ク、肝・ヽ１例(Ｎｒ. 195)ニ之ヲ認メ、牌へNr. 191,

192, 193, 195 ^ 4例二極微弱ノ糖化ヲ見ノl／外、他ノ

例。･ヽ病髪ヲ見ナイ。第９群ニテ・･ヽ、肺ハ１例モ病塗｡・ヽ

認メラt／ズ、肝／ヽ1例(Nr. 298)ニ、牌ハ、Nr. 296,

298ノ２例二少敷ノ結節ヲ見ﾉ1／ノｉニテ、腎臓ノヽ雨群

トモ糖化ハ認メラレナイ。一般的二見テ、第９群が第

８群二比シ良好ナ成績ヲ示ジテ居ﾉl／ト思フ。

ＢＣＧ免疫群(第７群)八本賓験二於テ、賓二顕著ナノl/

免疫カヲ示ヅタノデアクテ、肝、肺、牌、腎各臓器

トモ、健康海桃ノ夫レ等ト毫モ異ナノ1／處ナク、仝ク正

常ナノ1／ヲ認メタ。唯Nr. 176, 179, 183, 187. 188, 189

ノ６例二於テ近接淋巴腺ノ米粒或ハ碗豆大二腫大シ、

一部乾酪璧性二陥1／ﾉ1／ヲ見タノｉデアノl／。eμチ本賓験

二於テＢＣＧｙヽ先ヅ殆ｙド完全1ヽモ梧スベキ感染防

禦カヲ晋揮シタモノト云ヘヤウ。第10群郎チ對照群

二於テハ、肺及肝ヲ侵サl／タノレモノ４例(Ｎｒ. 1, 3,

4, 9)ヲ認メ、牌ハ、各例トモ小結節カ’湘蔓性二牌臓

表面二表1／、且叉大サモ肥大ン、重量モ壇ジ、高度二

侵襲サレタルヲ示シタ。淋巴腺｡ハ何レモ認豆大或・･ヽ掃

指頭大二腫脹ン、内容ハ全ク乾酪慢性二陥lノノl/ヲ認メ

タ。



第２披】 村田＝「ツペノl／クリｙ」ニ開ヌル研究

第15表音q検所見（１）

免

疫

元

海

倶

番
彼

　 　 　 肺

- - - W 1 ㎜ ㎜ ■ ● t i j 一 一 　 　 　 　 　 　 ．

　 重 　 　 病

　 量

　 g r 　 　 樋

　　肝

　-‥重　｜　病

量　ｌ　紐

　　肺

－　　・　　＝重　　病

量　　９

　　　　　　　　腎

　－　－　--　　　　－　　　　　　　　　　　　　　一一右　　：　　左
近接淋巴腺

　大　　病

　サ　　植

重

量

病　ｉ　重　丿　病

植　丿　量　ｒ　植

A.T.

免

疫

群

（１）

30 ５　　　－　’１８　ｉ　－　ｉ　　２ ’ｉ　２ - ２ - 桐･ 酪

31 ５ - 19 ● ２．７ ●● ２ - ２ 四 併 日

39 ５ ● 21 －　ｉ　１．２●● ２．７ - ２．７ - 冊 タｌ

40 ４．５ ● 19.5 ● ２．７ ●● ２．５ ‾　¦’　２ ㎜ 併 ｉ９

44 5.5, － 17.5 －ｉ　１ ● ２ - ２ - 佃･ ９●

46 ５．５ ●● 21.5 ●● ２．５ ●●
●●

２ - ２ ㎜ 恥 タｙ

47 ３．５ - 18.5 -　１　　１．２ ● ２ - ２ - 併 ｙ９

48 ～’　ｌ∂　　，　-

　　　　｜
17 - １．２ ● ２ - ２ - 升2 ？ｌ

50 ５．５ ●● 18 ●● １．５ ●●
●●

２ - ２．２ - 十十 ９９

52 ５　１　・ 19 ゜　j　　1.5!　●● ２．２ - ２ ㎜ 併ﾚ，
　　i　53

　　　5↓
Np･s　－－
　　,二

　免，29
　　卜一一

　痔　　59　jぃ-__
　　　66

群；67

　　-（2）ゴし

　　1　90

　　・　95

3.71　－ 15　1　－ １ ●

２１　－　ｉ　２ｉ　－併 酪

3.7 - 15.2 - １．７ ● １．９ -　　　２　°-　’+ ９・

３．５ - 13.5 ● １７　●●
　●　，　● ２ - Ｕ　－　ｉ併2 讐９

４．５● 17.5 ● ２　１　：゜ ２ - ２ - 冊 い

3.5 - 14.5 - １ - ２ - ２ －　ｊ　併　ｌ

３ - 13.5 ●● １．５ ●●　　　り●　　　！　　　～ －　！　２　ｊ　一　　併　，，，

６．５㎜ 15.7 四 １．２●● 2.5,　－ 2.0

　　　　　｜
- 升2 １９

５．５
四 20.5 ● １ ●● ２ - ２ - 　　　　　　　ｌ併　，　日

３．５ - 14.5 - １．２ ● ２ - ２ －　｜　併

３．５－　i　14.5　－　！　1　I●● ２．５ －　　　２　ｉ　－ 併　　　‥

i　96 ６　’‾　　16.5¦　‾　ｊ　２　１　●●　１　３１－　　2.51 -　Ｉ併ｉ酪

To-s

　免

97 ６ 四 18 ヅ　2.5 ●●
●

２．５ －　Ｊ　　２．５ - 併 い

99 〃に） - 13.5 ● １．７ ●● ３．２ - ３ - 併　｜　，，

100 ４．５－04.5: － ２ ●● ２ －　　　２ - 恥 い

疫　　１

　　　７｡●●ｆ　自

５．９ - 16　，- U●● 2.S　－　・2 - 併　　‥

６ ● 15.2 ● ３ ：゜ｉ　２ - ２ - 十十I1讐
群

(3)

８ ４．５ - 11.7 - ２ ●● ２．２ - ２．２ - ＋ 摯●

９ ９ －）6 ● ２ ●● ３ - ３
　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｌ
　　　　　　　｜一　　併　｜　・・

28 ４．２　●●　１　１３　１●●
　　　　　　１

３ ●●
●●

２．７　　　　　　　　　　　　　　　　　｜-　　　２　ｌ　　_ 併　’，，

1　74　1　4.5 －　・　13.2　－ 1.7　゜ ２．７－　　　2.7　－ 冊　　●●

第16表音q検所見（２）

231

海
狼
番
琥

－免
疫
元

ｈ

　

免

　

疫

132
-
133
-
139
-
141
-
142

重
量
Ｆ

３

－
３

－
４

－
３

－
３

肺

２

－

７

病

　

帰
一

-

-一

一

一

一

一

一

一

　

・
病

　

墾
一

ｙ
ｊ

一

　

重

　

量
Ｅ

15
－
12

11
－
15

５

５

ｉ

―

‐

-

-

-

一

一

●●

-

重

　

量

１

－
１

－
１

－
０

－
１

牌

９

２

病

　

帰
一

-

-

-

i二¦

！:・！

!---り
●●

重

　

最
１

－
２

－
１

－
２

－

１

－
２

右

７

病

　

磋

-

-
㎜
-
-

㎜

-

-

一

一

重

　

量
１

－

２

－
１

－
２

－
１

－
２

左

７

５

病

　

植

㎜
-
-

一
一

一

一一

一

--

-

近接淋巴腺

大

　

サ

併
－
一
一
併
一
升
－
＋
一
併

病

　

墾

酪

Ｉ

Ｉ

酪
-
･･

－ -

　　

●●

　　

’

二

l



232

群

　

０

　
　

ぐ

燐
ｂ
日

ｎ
月

質
免
疫
群

(5)

156
-
157
-
158
-
159
-
160
-
161
-
163
-
164
-
165

四w
162

５．５

一一

４

--

４．５

-

４．５

-

４

-

３．５

-

３

-

４

-

３．５

-

４

-

-
-
-

-
-

-

-
-
-
-
-

一

一

一

一

-

㎜

-

一

一

一

村田＝「ヅルクリｙ」ニ関ヌル研F究 【第17巻

16.5 - １ - ２ - ２．２ - 十十2 ・タ

18 - １ - ２ - ２ - 併 警９

12.5 - １ ● ２ - ２ 四 升2 ｉｌ

i　16.5 ● 1.5 ● ２ - ２ - 併 タタ

20
－
18
－
20

５

－

５

―
’
ｌ

言

15
－
15
－
16
－
18
－
17

５

－

５

５

-

-

-

-

一

一

-
-
-
一
一

一

一

一

一一

●

２

１

‐

－

―

191　－

1.5　－

1.7　-

１．２●●

１ -

１　１　°

１ -

1.ぢ　－

１．２ ●

１
-

１．２ -

０．６-

０．７ ●

１ ●

１ -

１ -

１ -

１ -

０．７ -

２

－
２

－
２

－
２

－
２

－
２

－

１

－
２

－
２

－
２

一

一一

一

- - -

?三

]二
言

一

一

一

一

-

２

－

２

－

２

一一

２

－

２

－

２

－

１

－

２

－

２

－

２

５

－

５

７

一

一

一

一
一
一

-
-

‾卜

¦〃１

　

一
一

ｉ

　

－

ｌ

　　

－

十十

一

併

一

州一

一

併

一

併

-

朴

一
併

-
十+2
一
冊

一
併

燐

脂

質

＋

Ha-s

　免

　疫

　群

（６）

166 4.5　－　1　19 - １
-

２ - ２ - 併 酪

167 ４．７　- 18.5 －　i　l.2 - 1.7 - １．７ - 冊 ｌｌ

168 3.7 - 16 －　ｉ　　０．６ - 1.8 - ２ - 併 １９

169 ３．５　－ １８　１　－　ｉ　０．７ ● １．５四 １．７ - +冊
９讐

170 ’ 3.が　一 16 －‘　１ ● １．８ - １．７ - 十十 n

171 ４　　　－ 16.5 - １ - ２ - ２ - 十十
タタ

172 3.5!　一 15.5!　－ １ - ２ - 1.7 - 十十 ・ｐ

173 3.5!　－ 12 - １ - ２ ㎜ ２ - 恥 日

174 4.5　- 20.5 - １ - ２ - ２ - 併 ９９

175 3.2i －　i 16.21 -　0.7 - １．７ －　　　１７ - 併 ・●

第 17表

　

剖

　

検

　

所

　

見（３）

免

疫

一冗

海
挑
香
弦

　　肺　　　１　肝

　　　　　　　　　　　　一　一　-一重　１　病　　重　　病

量

gr　　分　　量　　樋

眸　。 　　　　　腎　　　　一一　　右　　　｜　　　左

重　　病　｜　重　　病

量　　植　’量　｜　誓

近接淋巴腺

重　，病
　　　ｉ

量　　曼

大

サ

病

曼

□］
ｎ
Ｑ

免

疫

群

（７）

176 ４．５　-

－一一-
　-

21 －　｜　１．５ - 2.5j　－　1　　2.5 －　｜　十　丿　酪

179 ５ 20 - １．５ - ２ - ２ - ＋ り

180 ４ - 15.5 - １ - ２ - ２ - - -

181 ３．５- 15 - １ - ２ - １．７ - - 四

183 3.5 - 17.5 ㎜ １ - ２ - ２ - ＋ 酪

184 3.2 - 13 - １ - １．７ - １．７ - - -

185 ４ 　 　 -
－ － 〃 － ａ ｉ ｊ ■ － - ¶

　 　 -

　 　 -

17 - １ - ２ - ２ - - -

187 ４ 18.5 - １．２ - ２．２ - ２．２ - 十十 酪

188 ４ 17.5 - 1.2 - ２．２ - ２．２ - 升 １●

1　189　4　レー　i　19　1　－　i　1.5 －！　2.2 － 1　2 - 十十 日

加

熱

死

菌

免

190 3　　－　　13　1　－ １．５ - 1.7 - ２ - 十十 酪

191 ３．５－　　　14.5 - １ ● ２ ㎜ ２ - 十十
日

192 ３．５ -　　・　　17.2四 １ ● ２ - ２ - ＋
ｌｌ

193 ３ －　　16　1　－ １．５ ● ２ - ２ - 併 H

195 3　1　－　　16 ● １．２ ● １．７ - １．７ -

四

十十2 ・・

198 ５ －　　15 - １．２ ㎜ ２ - ２ 併 ｌｌ

196 4　i　－　　14.5'　－　　1 - ２ｊ－ ２１－ 升 ｌ・
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第六項組織學的検索=で第18表）

前項二邁ペダル剖楡所見二依ツテ、各免疫元ノ感染防

禦能カノ差異ハ大箭判明シタノラ'゛アルガ、楢是等り確

　　

以テ､帽絹戊情二竃セソ1ヽシタ。而シテ嶮索ノ重勁ヲ、

　　　　　　　　　　　　　　　　　

第18表顕微鏡的所見

肉眼的所見
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上皮様細胞、巨大細胞址二乾酪慢性ノ有無二置イjタ．

組織學的検査ニテモ、病慢ノ軽重.･ヽ肉眼的ノ所見ト

略く一致シテ居ル様デアクテ、第１群ニテ・ヽ３例トモ

多敷ノ結節形成ヲ説ジ、叉何レモ乾酪化シテヰノ1／．第

２群ニテ.･ヽ、第1, 10群二比ジテ.ハ幾分病慢が軽イ

様デ、第53技ノ如キ.・ヽ結節形成ヲ認ムルモ乾酪化ハ

説サレナイ．第３群／３例．・ヽ對照群ト殆ｙド差異ガナ

イ位侵サレ・テヰル．第４群ニテハ、３例1・モ肉眼的ニ

．’｀結節､ハ謐明サレナイガ、顕微鏡的ニ､ハ何レ･モ結節ヲ

認ムノl/事が出来タ．然ン乾酪愛性二陥レノ1／モノ．･ヽナ

ク、叉結節モ孤立性デ癒合シテ居ルモノ.ハ無イ．第５

群ヘヤ.ハリ肉眼的ニ／ヽ結節ヲ認メナイガ、顕微鏡的

ニ．・ヽ之ヲ説ヌノ1／事が出来タ．然シコl／モ乾酪化.ハ認メ

ニ関スノl／研究 【第17巻

ラレナイジ、巨大細胞モ見ナレ･ナイ。第６群二於テ、

Nr. 173 が肉眼的ニモ、顛微鏡的ニモ結節形成ヲ示

サ十イ。他｡ハ少敷ノ結節ヲ認ムノt/モ、ソノ乾酪化／ヽ詮

サレ・ナイ。第７群ノ３例・ヽ、何l／モ殆ｙﾄﾞ｀健常ト慢リ

ナク、Nr. 176 ニ於テ少敷ノ上皮様細胞ノ如キモノ

ヲ認ムノl／ｶヽ’、結節八

ﾉ1／ニ、第７群程デハナイガ、其他ノ試獣二比ジテハ病

髪力゛軽度デアリ、殊二第９群ハ８群二比ジ軽度デ、結

節列

性ハ全ク之ヲ謐ヌノl／事ハ出来ナイ。＝･レヲ要ヌノ1/二本

検索二於テモ前項ト略；同様ナノ1／成績ヲ得ﾉl／事が出

来タノデアノレ。

　　　　　　　　　　　　　　　　

第三節

　

本章ノ小括

以上９種類ノ免疫元ヲ以テ、感染防禦盲験テ行

　　

ＢＣＧ一加熱死菌十Ha-stoff一加熱死菌一燐脂質

ツタノデアルガ、コノ成績ヲ･小括シ、免疫元ト

　　

十Ha-stoff一燐脂質一Ha-stoff j順ニナリ、其

シテ最モ優レタルモノヨリ順二酉己列フ、レ八次ノ

　　

他ノ物質ニハ免疫力無シト断定スルニ憚ラナイ

如クニ纏メテモ差支ヘナイト思フ。

　　　　　　　

ノデアル。

　　　　　

第三章

　

ＢＣＧ免疫後にヽｿ｣劃分ヲ以テ處置セル海狽ノ感染防禦賓験

ＢＣＧが健康動物二對シ，病原性アリヤ否ヤニ

開シテ｡ハ殆ンド論議シ盗サレ，現今二於テハ

A virulentナリトシテモ過言デノ'ヽアルマ･f。曾

ツテ，Ｋｒａｕｓ(55)，Ｋｏｒchｕｎ恥，Ｈｕtyｒａ(57)，Kiｒ-

ｃｈｎｅr(58)，Ｗａtｓｏｎ，Chiaｒi(59)，Ｍｏｕssａ(6o)，Tied-

ｍａｎ，Ｍｅtschnikoｗ(61)，Ｈｏｒｍａｃｈｅ(62)等ハBCG

ニ毒カアリトシ，或ハ仮令無毒ナリトスルモ毒

力復蹄ノ憂アリトシ，叉Ｔｅtｒofr(63しヽＢＣＧノ

集落解離二際シＳ型二病原性アリトスルガ如ク

唱ペダル事モアツタノデアルガ, Calmette一

派ラ始メ，Ｂｒ.Ｌａｎｇ･ｅ(64)，Ｌ.Ｌａｎｇｅ，N611s ｕ．

Ｐｉｃａｒd剔Ｎｅｃｈtａｄｉｍｅｎｋｏ叫伊膝莉，高橋，伊

藤(68)等ハ毒カナンド云ヒ、今村教授闘、戸田教

授7o'モ無毒カナリト信ジテ居ル様デアル。

余ハ前章二於テ、結核免疫二開シテハ、死菌、

菌剪成分、｢ツベルクリン｣中ノ有数成分或ハ叉、

是等列昆ジテ免疫シタルモノヨリモ、ＢＣＧチ

以テスル免疫が、逢カニ優ル事ヲ･述ベタノデア

ルガ、於此、余ハ海銚ヲＢＣＧヲ･以テ免疫シ、

引績キ｢ツ｣或ハソノ劃分テ以テ處置スルトキ

。・ヽ、毒力菌接種二對スル抵抗カユ如何ナル影響

テ及ポスモノナリヤ、果シテ些少ノ障碍テモ奥

ヘデルヤ、或ノヽ悪影響テ及ボスモノナリヤ、テ

賓験スルノ必要ヲ認ムルニ至ツタノデアル。

第一節

　

賓験方法

第一項

　

供試獣

　

350 gr 前後ノ健康海M30I7Cヲ選

ビ、之ヲ６群二分ツ､、各獣トモＢＣＧ免疫後、第１

群・ヽ俳「ツ」、第２群ノヽNp･stoff.第３群.ハTo-stoff,

第４群．･ヽHa-stoffヲ以テ處置ジ、第５群ハＢＣＧ免

疫後ヽ何等處置ヲ施サズ、第６群｡・ヽ富初ヨリBCG

.’｀勿論ヽ劃分ニテモ何等處置ヲ施サずノl/CI[jチ、非免疫

無處置群デアル。

第二項

　

冤疫元

　

ＢＣＧべ



第２琥】 村田＝「ツベルクリン」ニ開スル研究

ragnani氏培地二約３週間培養シ･タルモノヲ，生理的

食晩水浮游液トシテ使用フヽ。薦「ツ。Ｎｐ-，Ｔｏ･, Ha-

stoffニ開ジテハ，第一章，第一-一節二邁ベタルヲ以う＝一

略ス。

第三項

　

冤疫方法及免疫期間

第1, 2, 3, 4, 5群何レモBCG 1 mg ヲ皮下丿射ヌ。

而シテ第1, 2, 3, 4群・ヽＢＣＧ免疫後２週ノ後，罵

≒’」及各劃分ヲ以ｆ次ノ如ク處置ヌ。第１群ハ,A.T.

10×液ヲ，0.1－0.1－0.15－0.2－0.25－0.3－0.３５

ｃｃｍノ順二考量シｆ、３日毎二皮下注射ス。第２群

へNp°stoffヲ, 1―1―1.5―1.5- -2―2―2.5 mg ノ

0．２ccm 生理的食晩水溶液1ヽシタルモ・ヲ皮下注射

235

ヌ。第３群・ヽ、To-stoffヲ0.5―0.5―0.75一一〇｡75－

1.0―1.0―1.5 mg　・ 0.２ccm 生理的食唾水溶液ヲ

３日毎二皮下注射ン、第４群。･ヽ、Ｈａ･stoffヲ第２群

二於ケノl／Np-stoff ノ量lヽ同量り漸次壇量シテ皮下洗

射ヌ。

第四項

　

感染法

　

人型結核菌Petragnani氏培地培養

ノモノヲ0.1 mg宛、第1, 2, 3, 4群｡･ヽ各劃分處置終

了後３日目ニ、第5，6群モ前群目司時日ニ、皮内二

注射ス。斯クテ、般重ノ植化、「ヽハリレクリン」心内反

噸ノ愛遷、毒力菌接種局所皮膚及淋巴腺、縫化ヲ検

・、最後二剖検ヲ行ツタ。

第二節

　

官験成績

　　　　

第一項

　

殷重ノ受化＼第19表

全群、各仰レ通ジＢＣＧ涯疫ニョリテ・ヽ、何等

影響ヤ受ケズ、剪重ノ増加テ認ノ‘タノデアルガ、

引績手施行シタル｢ツベルクリン｣劃分ノ注射二

依リテ･ヽ、以下述ブルガ如キ特異ナル良化刊詔、

ムル事が出来れ第１群ハ、減少シタル例ハナ

イガ、増加りTハ少ナイ。第２群ハ、減少シタ、レ

モノ２例、噌加シタ～モノ３例Jf見タガ、増加

量ハ少イ。第３群ハ少ガラス薗巾ノ減少シタモ

ノガ多イ。第４群ハ減量シタルモノナク、著シ

ク膿重り附ス。而シテ各指トモ處置終了後ハ僣

重ノ動揺モ少ク、孔力菌接種後ト雖モ漸次増量

シタ。但シ第６群ハ５例中、３例ハ毒力菌接種

後、剖検迄二醍重ノ減少チ認）タ。

　

要之こｰ、

ＢＣＧ竟疫ノミノ海抜ハ幄重二大イナル動揺ナ

ク最後迄附加シテ行クガ、To-stoff處置ニョリ

テハ一時倣重ノ減少テ招ク事多ク、最モ影響り

及ボ｀廿ザ'゛モノフ｀Ｈａ-stofrデｊ'ツタ。
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ＢＣＧ接種２迦後ニハ各歌伺レモ、強陽性レツ

皮内反嘸ラyノ､ルピヤッタガ、其後ノ各別分處

置ニョリ、第1, 2,:1群二於テハ、處置ぷレ比

シ、少シク皮内反廃牙もミレリタルガ如ク兄エタガ、

第４群ニテハ、處置後陰性トナリタいモノ４例

　　　　　　　　　　　　　　

;心祁八クツ」

<Nr. 113, 116, 117, 118)一丿放ヘタ。然シナが

ラ、毒力菌再接種ニョリーうヽ、各販トモ再ビ強

陽性反感４示’ヽ一至ツタ。

　

コしＪ姿ソヽルニ、

Ha-stoff ｏ、レヅご’1々リ｀゜アレルギー」行示

人沁貿丿處置’ヽ･いlし‘-∃リ≒’于ヽルギー、化フ､ル･
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巴腺ハ人一いレハ栂指頭大ご及ビ、内宮ハ乾酪鐙性二陥

ツテヰル。第６群ニテハ、肺二病兄アルモノ２例(Ｎｒ･

104, 115ﾚ、肝及牌ニハ仝例lヽモ高度ノ結核性病縫ヲ

認べ腎二於ｆモ２例ハXr. Ill, 115 m軒借ノ病樋

ヲ諦ン八淋巴腺モ仝ク乾酪様ヲ呈フヽルヲtとタ。

減殺サレテヰナイIμlデアツテ、-･≒ネルギー」化

處置万晩疫力こ對シ些ノ影響ヅモ及ポ｀サヂル今

｀芦示ヘモノト1ごヘル．

何レニシデモ、ＢＣＧ免疫後ノブツペ）レクリン」

或ハ其ノ劃分二依ﾉし､處置ハ、ＢＣＧノノ免疫賦貨

力こ障碍Ｊノりぐサナイモノト云ヘヤウ．．

如キ、｀７ｇルクリン＝或ハ死薗製剤｡ハ、人タ

ソりtＡ片こ依レバ、Schutzwirkung

　

ト共＿

therapeutisch

　

一モ

　

wirkenスルト将セラレ

テヰルノデアルカ｀、ソノ作用機輔二閲シテ世ノ

所謂刺戟療法ノ意味二於テ治八入ｙ-いにノデア

’し力、或ハ叉特異免疫的二作片ドルノデア･しカ

ハ他夕帽義乱トにしシデヰ’レ´デｊ）し。

　

而シテ

５×

＋
－ -

０

　

一 一

０

５ ７×

十十

｛
１０

１×０

十十
" ＝ ・

　

９

lx

＋

０

KO ４×

十十

Ｉ Ｊ KO.l×

　　　　

＋

第三節

　

本章ノ小括

３×0.3

4-

第三章

　

‾ヽソペルクリン=及各劃分ニヨル治療殼果賞験

GO.3×０．３

　　

＋

　　　　　

第四項

　

剖検所見(第22ん

なﾉJ菌接種２ヶ月後、一斉ニ）口口'ノリレム／'以テ

死二陥ラシフ次.／如キ剖検所見判!卜乙

第１群ニめテハ、肺.ハ各例1ヽモ異常ナク、肝二結節こﾌﾟ

ｊプルモノ川列Ｎｒ．叫ヶ、牌二病分アルモノ２例(Nr.

93，94 ヲＬタカ、何レモ極帽微ノモノヤヅリ、他ハ、

語々賢常ヲ示サ十仁淋巴腺ハ各例トモ慧豆乃キ栂指

頭人二肺犬シ、乾酪樋性二陥ツテヰル。ｉ２群､ハ、

肺、肝トモニ結節形成り認ｙズ、牌二病兄アルモノ２

　

｀

例(Ｎｒ.100.101)＝ﾉ諦シタカ、少駈ノ結節り見ルニ過

ギナ≒淋巴腺ハ、Nr. 101 ハ米粒大ニlﾄづ、他ハμ

豆或ハ栂指頭人ヂアッヘ内容ハ乾酪株ヲ呈シ･九星

３れハ、肺、肝二結節＝7小スモノ１例(XI≒106う、牌

本官限月Uj覧ニ･、･1･-､、對照群月七シ、第1, 2,

3. 4. 5 K・ヽ或脆度ノ感染防禦カラ示ｼ･タ。而

シヅ叉、ソノ中デモＢＣＧ軍偏免疫群及ビ之一

引紬キHa-stoff刊jlテ處置シタルゾレ1群が優

レテヰル様デアル。茲二注目ペベキハ、Ha-

stoff處置二依リ、「アiヽルギー状態トナリタ

･し府紋が、毒力菌再接種こ對シ、毫モ抵抗カテ

R. Koch　’ヽ、ソノ著Weitere Mitteiiungen

liber ein Heilmittel ･gegen　Tuberkulose　こ

於へ・ツベルクリン」が治療的－モ倣果T?示ソヽ

事-゛述べ｀テキルノデア～が、ソノ治歓機轄二開

シテ、ツペ;ルクリン」ハ結核菌白身二作川ノ､ル

ノデ・ヽレク、恐ラク・ヽ結核組織二作川いにノデ

アう”’ト儒ジテ居ル様デア’し。朕こi述ベタ･レが
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一 一 一 一 － - -

村田＝ ’ツベルクリソ」
一 一 一 一 一 一 一 - 一 一

叉、陽性「ル：ネルギー丿゛以テ治療ノ目的トノ、ル

ナレバ、Ｔａｇｅｌノ稽ヘシ如ク、「カルシュームソ

或ハ、［グリセリン・ブイオン］が「９’レルギー」

性ば唯サ減弱セシムルト云フ事ヨリシテ、非特

異的二治療が行ハレテモ好イ事ニナル。

　

ソシテ

叉コlノラノ事賓心護地ニ、往ケ目撃フヽ’レノデ７

ルガ、コレ1ヽテモ非特異製剤ニソノ救カノ大牛

々蹄いレ事ハ、吾カノ岑ヘトシテノヽ、牛菌感染

二於ケル特異抗胎ノ貨生助長1ヽ云フ事ヨリyと1ノ

バ、不可ト考ヘラ1ノル。特異性抗剪ノ礒生二對

シヘ非特異性物質二幾分ソノ能｡カアリトス･レ

モ、特異性物質、郎チ結核二於テハ「ヽソベルク

リッ」或ノヽ死菌製剤ニハ及バナ･fデアラ八而

シタ叉、結核個胎二對シ「ヽソ・･ヽごルクリン」ノ如ク

一
一 開

ペル研究

　

-皿..

　

J･

　

-〃-W

第一節

　

芦験方法

第一項

　

供試獣

　

300 gr 前後ノ健康海狽:50匹ヲ選

ビ、コレニ人型結核菌Frankfurt株／約１ヶ月坏養

ノモノ1/1000mg ヲ、各々皮下二接種シ、５群二分ツ。

第１群

　

奮「ソ」處置群。第２群。Np-stoff處置群。

第３群

　

To-stoff處置群。第４群

　

Ha-stoff處置群。

第５群

　

無處脱結核海狽群（對照群）1ヽシ’、次ノ如ク處

置フヽ。

第二項

　

冤疫元

　

荷「ツ2、Np-stoff,To-stoff,Ha-stoff

・食幔水溶液＝7使用ス。各劃分ノ詳細二就テハ第一編

二邁べ久

第二節

　

賓験成績

　　　

第一項

　

甦重ノ麦化二就テ(第23ル

毒力菌接種後１週間ハ各群トモ多少ノ噌加犬y示

シタノデアルガ、フツ)及劃分ヲ以ｆ處置ヲ･開始

フヽ'レニ及ビ、第1,2, 3群八一時減少サ示シタ

第23表

　

聘重ノ帰化（平均）ｇｒ

　　

＿＿＿＿＿

占卜讐麟訃（１柿贋誠

　

２週核壇減

　

３週後ま肌戌
”"W＝〃“'W--=-=---=←-̃ﾐｰ-

　

--･ﾐﾐｰﾐｰ'-

　　

-皿¶皿
.Ｔ.(第１群丿

　

304 1＋4　i 307　－ 3

一一一一一一
Np-s(第２群)

　　

一一

Has (第４群)

r第５

30 2
-

- －

313

･==l－

276

一 一 一 一

　　　

W"･

　

←〃一一皿-

　　

-

　　

--

　　　

==-

　　

㎜
癩ご1＋19

　

1 32:3　＋9

一 一 一

:禎5

一一

313

一一一一一一

334，

289

一 一

－

　

－
＋４．

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

－ ａ← - ｉ 〃 - ･

　

----
:椙2

　

i－

333.5

5 317.5＋16.51 334

　

－－_・=

309

　

i-4-2

７

＋７
一一
一０

336

　

i-10

‐
ｉ
ｌ

Ｌ
ａ

　

］
″
ａ

　

一

－一一
325

一 一

341
- ヽ -

333.5

【第17巻
ぺ

+97.5

31ヌ.51+94.5

一一一一一一

　

--一一･
326

　

吽り６

「ヽジ・ヽヽごル々リン」死ヲ｀来ス事ナク、責地的一。’｀

Herdreaktionソノ他ノ病勢噌悪作用テ有セズ

而モ猫特異免疫的二作用ソヽ～モノガハレトソヽレ

バ、コノ物質ハ最モ用フベキ可能性ノアルモノ

ド考ヘルｏ

余ハ「ツベ｀ルクリン」中「､ポリサッカリード」’l生ヲ

帯ブ･Ｌ Ha-stoffナル割分が、結核海狸二對シ

致死作用ザ呈フ、ル事ナク、叉健康海狽二對シテ

ハ「アレ･しギーヲ賦典スル事ナク、生菌感染二

對シ一定度ノ抵抗カプ典フルラ、本編吊し、二

章二述ベタ。而シう｀本章二於テハ、本物質ノ治

療妓果二就キ少シク得ル處アルヲ以へ此處二

述＾ごン1｀フヽノレモ

　

ノデ｀アノレｏ

第三項

　

冤疫方法及免疫期間

　

人型結核菌接種１週

後、坏アツハ、ソノ10倍液ヲ、0.5―0 ｡7―0.9―1.3

―1.5 ccm ノ順二考量シ、Np-stoff, To-stoff,Ha-stoff

.ハ、0.5―0.7―0.9一1．3－1.5 ”lg　川順ニ。ソ0.２

ｃｃｍ生理的食哨水溶液ヲ５日毎二皮下注射フ､。

第四項

　

観

　

察

１．

　

僣重・愛化。

２．「ツベルクリｙ」皮内反鹿ノ醤化。

３．

　

毒力菌接種局所皮霖及近接淋巴腺ノ植化。

１．青力菌接種２ヶ月後二於ケル剖検。

ルニ反シ、第4，5群ハ反ツテ噌加いにy認メ

タノデアル。とハ第５群ハ無處置群デアルカラ

問題ハナ１が、第４群印チHa-stoff處置群二

於九他群ノ様二孵重ノ減少尹示サス、反ツテ

Ｗ ・ ㎜ － Ｗ － －

　 　 　

１

４週後へ肘減

　

５週後壇減I剖検時

＋92

　　

417
-
＋91

　

1

　

432

431
-
443

422

＋15

　

＝31 7　－ !2

5 －10.5

＋り

31卜斗12う323

+5

　

1 318　;.＋16

＋4

　

1 280

＋5

　　

339

　

!-f ]].5I 348.5

＋20
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２

第三節

　

本章ノ小括

局所皮脚二－於プ･瞭カりレ治癒傾向-j示ソ、鮎、及

剖検所見ユ於ケル他群二比シ病受ノ軽微ナル鮎



第２琥】 忖川＝「ツペ:ルクリッ

　

ニ開ヌル研究

ラ綜合スルー、Ｈａ･stoffが多少ナリトモ、結核

海倣二對シ治癒的作用ヲ及ボフ､如ク考ヘラレ、

一 一 一 一 一 ･
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とニ績キNp-stoff Ikμf「ツ・ニモー伐几ノ治府

政果が期i寺サレル揉Ｊ≒啓八レル。

　　　　　　　　　　　　　　　　

第四章

　

總括及考按

肺炎球菌含水炭素川鮒ノ､ﾉﾚ

　

Avery, Heidelber-　　.ふ一事ヲ’知り得タノデアルが、コノ事賓ハ前記介

ｇｅｒ及其共同作業者ノ刻期的業紅け端縁トシ

　　

内氏等ノ「ペソ、ト」隊卜於ケルノこレト、一脈相迪

テ、菌胎抗元ノ化學的遺構ノ分野二於テ、細菌

　　

でルモノ（ルヲ思・ヽシ八ｔシノデアヽソヘ加膝

化學ノ軌近ノilt重ナル業績ハ、幾多ノ興味深イ

新事賓ヲ･提供シツヽアル．爾来菌幄含水災素二

開シテハ、Lancefield ７≒Ｆｕｒth ｕ. Landstei-

ｎｅr薦Ｍｏｒｇａｎｌ７≒Ｔｏｍｃｓik7も等ノ研究カグル

ノデア’しが、菌幄含水炭素ノ抗元性二開シ、

Avery, HeidelbergerハHaptenナリト樽シ、

Shieman'-'∧Ik, Casper, Shieman''＼　Ｆｒａｎｃｉs几

及Tilett, Finland “;Ｘ　攻　Sutliff, Zozaya"'　及

Clark等ハ抗＼じ['¦ミサ有人ト栃ヘテヰル．然シナ

がラ、Ａｖｅｒy鴫及Goebelハ1933年.大ノ如キ

興味深キt'i']mり報陛シタ．卸チ肺炎菌Ｉ型二

於テ、Polysaccharid f Acetyl誘導幄ニ･分離

シ、71ノ物質がKapsel中一存ノヽルモノデア

リ、而モ活動免疫ｊ･賦典セシムル肢が出来ルlヽ

咄道・シ、楢叉コノＡｃｅtyl-ｇｒｏｕpガにア･、.･バノリ_．

デ處置スルト破壊サレ、免疫元性ハリレハレ、

反座元性ノそ残ル事サモ瞭ニシタ。Boivinべ

Ｒａｉstｒik㈲

　

及Ｔｏｐｌｅy，細谷゛等・ノサ･いモネ

ー)｣核ヨリ有吉性－シテ且ツ抗元ラ有ヤル･

Complex Polysaccharide ヲ'分離シタ．．1り:37年

釧

ルニ至り、「ベノ、ト」菌こｰｹ免疫學的ぎ八全二異

ナぐこノ抗元、郎チSomatic Antigen　トS･

I.F. (Specific, Immunizing Fraction)がアリ、

前者ハ蛋白性デ、ハイフエ･レ氏仮性結核菌ノ几

　　　　　　　　　　

_.

　　

-w→

　

･’－
卜共通ナルニ収シ、後者ハ含水災素性デアリ、

而モにペスト」菌ノ特異性ヲ･決定シ、「ペハト」抗

感染能カヲ賦典フヽルこ口

余ハ、「ツペ｀ルクリン」及ビ其剖分ノ免疫學的賓

験ヲ･行ヒ、「ヽソベリレクリン」中含水炭素性バyヤ’

7し

　

Ha-stoffナル劃分が、抗感染能力-り呆有フ、

カヘツ４４々リン」こ「フリ1ダ‘’リン」-゛作用サシ

タル’こ´が、生胎二忠影響リノド1で人事ナク、而

モ像防的二該力十政揮･ヽト云フハ、余ガ第１報

二於テ報;フシタル、「フォルマリン」及･贈ヽリプシ

ン」がTo-stoffニノミ作用シ、Ha-stoffユハ影

響一へ及が廿サ）レ事賞ヨリ観光しバ、其ノ像防的

該カハHa-stoffご丿11来’し･､モに一非ズヤト号

゛｀ルモノデ｀ｙル。

Ha-stoff f感染防ﾂﾞﾉﾉ川斗に、此處刮一目マレ､べ

しヽ融物質が健康動物二對シ、「アし

　

叱ギーバ吠

態ダ･シハに事ナク、楢ヨク抗感染能ﾉ.に賦典

犬いレ黙デト‥､･テ、菌値ヨリ抽出セｊレタル燐脂

冒が斯ノ如キ作川）有.･､ル事八叫二川村淳二依

り報が廿レタノデノりレガ、Ｂr.Ｌａｎｇｅヘ

　

ド川P6｀

教授ノ述ブルガ如八「ｙレルギー」ハ必ズシモ

免疫二不可訣ノモノこ非ズ、ニアレルギー」ナク

シテモ免疫カ不才シ得･しト云フ説ビ裏書いいぐ

キ、有カナル･一根妹lヽモナルデアう九

余ハ第二巾二於テ、叱菌、燐脂質、「ツベルクリ

・」、及其剖分、或ンヽ足等ノ混か物丿免疫元ト

シヘ結核菌二對いリ盛染防ヅカＪ比較貨験シ

タノデアルガ、コレlヽ共ニＢＣＧノ倣力り二併

吋ﾋ較シ、最モ優秀ナルモノハＢＣＧデアリ、

一人デ死菌十Ｈａ-stofr叱菌、燐垢質十Ha-stoff燐

脂質、Ｈａ-stofrノ順次ナルリ瞭ニシタ．コノ事

盲ハ、死菌免疫ハ到底、生μﾄ心疫ごｰ及ブベつモ

ナイ事ヲ示.･､モノデー･’ツテ、士菌吊疫ノ擾がナ

7し

　

ノ｀ゝ 忿いク．・ヽHa-stoff

　

ノ如キ帚疫力-･有フ

ル物質が絶エズ＾分泌セうし、

　

n

　

し卜菌倣白個ノ

抗元ﾉ川ヽ雨吋目挨ヽソヘ弼ﾉJナル抗感染能ﾚJい

良揮‾'ヽ7にこ´ナ５ント想像セ'しルノデ‾'レル。

然シ、十菌咄疫＝＝叱菌十Ha-stolfデハ切論ナ
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仁生菌免疫＝胎消十Ha-stoff十Ｘニ近キモノ

デアリ、止シク｡卜生菌免疫＝生菌十Ha-stoff

＋Ｘデ）’うウ。

ＢＣＧノ免疫元性二開シテ、仮令之ト共二トソペ｀

ルクリン」或ハ劃分-y併川シテモ、ソノ免疫元

匪ノ害ハレナイ事九第三収二於テ述ベタノデ

アルが、コノ事≪---‘面ＢＣＧが「ツペ｀ルクリ

ン」ノ如キ刺戟性物質卜共二用ヒラレテモ、毒

力復錨ノ憂ナキ４示人モノトモナ･・ト思フ。「斯

様ニシテ我々。’｀、パスツールノ炭疸病「ワクチ
-

ン」が持ツテヰルト同ジ様ナ遺傅的二固定サレ

タ弱毒性り持ツタ侃ノ「ワクチン」ラ得ルコト

ガ出来タノデアル。何トナレバ我｡々ハ動物カラ

動物へ卜連鎖的二通過傅染ザ行ツテ見テモ、亦

コノ菌ト「ツベルクリン」ヤ其ノ他ノ刺戟物トノ

混合液ヲ動物二接種シテモ、コノ菌ノ性質ヲ元

ノ弧毒性二迄復蹄サセル事ハ全然出来ナカツタ

カラデアル」トＣａｌｍｅttｅノ｀述゛テヰル。

更二余ハ第四章二於テ、Ha-stoffが結核個醍二

對シ、多小ナリトモ治癒該果ヲ示ソ、事々記シタ

ノデアルガ、本物質が含水炭卦I全デアリ、恐ラ

クハ他種細菌二於ケルガ如ク菌胎毒素二属ぺぺ｀

キモノデアリ、且叉抗感染能カヲ有フ、ル事ヨリ

見ルナレバ、木物質ノ治倣:カナルモノノ’ヽ、

　

ソノ

有フ､ル脆感作能力こーヨル「ア才ヽルギー」状態ヨリ

来ルモノニノヽ非ズシテ、Ha-stoff

　

が本質的二

有ノ､ル免疫元性二由来スルモノト解シタｆ。而

モ楢、Hayek,貴島等ノ説二一致シテ、陽性「ツ」

無以庖ニモ拘ラズ抵抗カテ示シタルハ、‘アレル

ギー」ト抵抗カノ一致七デル事アルテ示ッ、べ｀キ

興味アル事賞７提供シタルモノト考ヘル。

以上、余ハ、余ノナシ来ツタ諸賓験ヲ綜括記載

シタ次第デアルガ、是こ依り複雑ナル結核免疫

ノ本態ノー部イ

【第17巻

- 此ノ賓験が結核ト云フ文明人ノ災禰ヲ防過

7、ノレニ 、少シデモ寄貢ソヽル處アレバ．是二過ギ

タル喜ビ｡ハ無イノデアル。恩師戸田教授ノヽ其ノ

著「基礎的結核研究ノ現況」ニ於テ、「自分丿日常

天然痘、狂犬病等二對ﾉ、ルガ如キ生菌免疫法が

結核二於テモ可能デアルト云フコトガ、ソレハ

ＢＣＧデアツケモ将叉他ノ免疫デアツテモ良イ

カラシテ、１日モ早ク最モ公明正大ナル賓験成

紅卜依ツテ決定七ラレ、世ノ多クノ人々ヲ恐ル

ベキ結核ノ犠牲カラ救ヒ得ル時ノ来ラン事大

･・モノデアル。而シテ亦自分白身モ至うヌナガ

ラコレニ向ツテ徴カヅ致サントシテ、コレガ研

究丿絹ケテリリレノデアル」ト述ベテ居ルノデア

ルガ、茫々・ヽ、とｆ銘記ノヽルト共ニ、Robert

Ｋｏｃｈカ結核菌農兄常時述べ｀タル「今後我々ハ

恐ルペ｀キ結核ノ災禍二對シテノヽ、最早コレ迄ノ

様ナ不確賓ナ、ソシテ定見ノナイ防像法テ用フ

フレニ

　

ノゝ及バナ･f。我々ノ目前ニハ今ヤ見ル事モ

出来叉鯛レル事ノ出来ル寄生物ガアル。ソシ

テ、ソノ生活條件モ一部分ダヽ明カニサレ、残り

ノ部分モ絹々研究サレツヽアル」卜云フ言ﾉ柴プ

カトシテ、斯界二微カヲ･致サントスルモノ。デア

リ、1932年３月８日佛蘭四阿學會ノ席上デCal-

metteが、「1911年５月21日Robert Koch

が充分ナル活動カト必養トニ恵ﾚ・レナガラ突然

心臓病二倒レプ･以来、已ニ20飴年ノ歳月ハ流

レテヰル。時ノカハ偉大ナモノデ、ソノ間少シ

ヅツ帳ハ開カレ、地平線ハ明ルクナツテ来テヰ

ル。

　

ヤガテ我々ノ時代モ過ギ次ノ時代トモナ

レバ、人々ハ結核ト云フコノ文明人ノ災禍二就

テハモハヤ何事モ知ラヌ様ニナルカモ知レナ

仁」ト述べ｀タルガ如キ日ノ１日モ早ク来ラン事

ヲjJfルモノダ７ふ。

　　　　　　　　　　　　　　　

第五章結論

（１ｊ「ツｇ４クリン」劃分中「ポリサヴカリード」

　

（２）而モ、私物質ハ健康個醵二對シごアレルギ

性尚゛帯ブルHa-stoffへ結核菌二對シ或程度

　　

－」賦典能カハ有シナイ。

。’抗感染能カラ有７ヽ４．

　　　　　　　　　　　　　

ぐ３）ＢＣＧハ、感染防禦能カユ於テ、死菌、菌



暦成分及Ha-sto汀ノ何レヨリモ擾リ、叉是等

ノ諸成分或ハ死菌ヲ合シタル免疫元ト云ヘド

モ、ＢＣＧニハ遠ク及バナ侃

り)BCG免疫後、「ヽツベルクリン」或ハ其刻分

ヲ以テ處置シｆモ、BCXi

　

ノ免疫カヤガフ様ナ

事ハナク、叉ＢＣＧノ毒力複錦ラ思ハシｙﾉい¦v

’モナイ。

（５）死菌或ハ燐脂質そ軍燭二免疫元トシヤ使用

ノヽルヨリモ、こニHa-stoffり加ヘタルモノヽ

ﾉび、免疫カハ猫仁

（６ﾉﾄ菌免疫ノ死菌免疫二優ル所以ハ、菌胎白

個ノ免疫ご性二加ヘテ、Ha-stofTi.Vハここ汽レ、

ル物質刀'絶エズ｀分泌セラルヽ･Ｌ≒貢ヽソヤカア

＼ r
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ルモノデアラウ。

ド7 )Ha-stoffハ叉、結核個偕二對シ、多少ノ治

療救果ヲ馥揮フ｡ルモノヽ如クデアル。面シテ此

際仕々伴ツテ来ル陽性「ヽツベルクリン」無反庶

ハ、結核免疫ト「アレルギ二」トハ不印不離ナラ

デル‘ltアルリ示ソ､モノ1ヽ乙‘ヘルI

終始御愁切ナル御指導刊腸り目.御絹亡こ一心拘ラ

ス御校閲ナシ下せレタル恩師戸川敦授こ深夕感

謝卜.ﾉ丿ヽ共へ不断ノ御鞭註1ヽ御指蝉行賜リタ

ル本學皮肖利教室皆見教授二厚夕感謝ノ,0／表

二楢七研究ニアタリ種々御使‘1717賜リシ占部

講帥始／教家八芥位二謝意ラ八入
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